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下植田遺跡 II
姉体地区圃場整備事業（担い手育成区画整理型）に伴う緊急発掘調査



序文

「水陸万頃」といわれる日高見の地には、原始古代から埋蔵文化財も含めて有形無形

の文化遺産がたくさんあります。それらの多くは祖先のたゆまぬ努力で代々受け継がれ

守られてきています。その恩恵の中に今の私たちの生活があります。

当調査センターでは、水沢市教育委員会をはじめ関係機関のご指導ご支援のもとに、

これらの歴史・文化遺産に直に接することができる場として展示公開・情報提供を行っ

てきました。

下植田遺跡は、岩手県内陸南部を南流する北上川の右岸姉体低地の微高地上に位置し

ています。国事業の圃場整備に伴ない、当センターが平成11・ 12 ・ 13年の3ヵ年にわた

り発掘調査を実施しました。

調査の結果、縄文時代の陥し穴状遺構や平安時代の竪穴住居跡、近世の屋敷跡とみら

れる遺構が確認されました。中でも近世の屋敷跡は［安永風土記］記載の「胆沢郡下胆

沢中野村」屋敷名65軒の1つ『下植田屋敷1軒』に相当するのではと考察しており、文献

資料の実証につながる屋敷跡と思っております。ぜひご高覧頂きまして至らぬ所をご教

示いただければ幸いです。

尚、本書は平成11年度調査の報告書～水沢市埋蔵文化財調査センター調査報告書第14

集～に引き続くものとなります。

最後となりましたが、調奔の円滑な実施にご理解とご協力をいただきました地元住民

の皆様、発掘作業や室内作業等で献身的に働いていただいた皆様、並びに関係諸機関に

対しまして厚くお礼申し上げます。

平成15年3月

水沢市埋蔵文化財調査センター

所長山口了紀



例 ―――口

1 この報告書は姉体地区圃場整備事業（担い手育成区画整理型）に伴い平成12年度、 13年度に実施

された下植田遺跡の発掘調査の報告である 。

2 岩手県の遺跡台帳に登録されている遺跡番号はNE16-0102で、遺跡の略号は平成12年度調査が

SUD-00、平成13年度調査がSUD-01である。

3 発掘調査は平成12年度調査が平成12年4月5日から同年8月4日まで実施し、平成13年度調査は平成

13年6月11日から同年9月7日まで実施した。

4 整理作業は平成12年8月5日から平成13年3月23日まで （平成12年度分）、平成13年9月8日から平成

14年3月22日まで （平成12、13年度分）、平成14年4月10日から平成15年3月22日まで （平成12、13年

度分）実施した。

5 発掘調査及び室内整理作業は平成12年度を佐藤良和、横山郁子が担当し、平成13年度及び14年度

を佐藤良和、櫻庭育美が担当した。

6 原稿の執築及び編集はすべて佐藤良和が行い、それを櫻庭育美が補佐した。

7 調査対象面積は平成12年度が4,OOOm2、平成13年度は2,900吋である。

8 遺構の平面位置は平面直角座標第X系で表示し、高さは標高値をそのまま使用している。

9 土層の観察にあた っては「新版標準土色帳」 （小山正忠・竹原秀雄 (1995)) を参項にした。

10 遺構名称は柱穴列跡にはSA、溝跡にはSD、井戸跡にはSE、竪穴住居跡にはSI、土坑跡にはSK、

その他にはSX、柱穴には Pを冠した。平成12年度調査で検出した遺構は2000番台、平成13年度に

検出した遺構は3000番台とし、下二桁に関しては本遺跡調査における各遺構の通し番号を付してい

る。たとえばSI2003は平成12年度に調査した下植田遺跡3棟目の竪穴住居跡という意味である。

11 掘立柱建物跡は整理作業時に精査し、 SBを冠し任意の通し番号を付した。

12 現地事務所の造成は平成13年度に実施し、 （株）菅原組に委託した。

13 基準点測量及び遺構配置図作成は （株）アクト技術開発に委託した。

14 空中写真撮影は （株）アクト企画に委託した。

15 遺跡全景合成写真は （有）キュービックが製作した。

16 現地での発掘調査や室内での整理作業にあたり、地元の方々をはじめとして、以下の関係機関及

び諸氏からご指導、御協力を得た。

水沢地方振興局農村整備事務所 水沢市教育委員会 羽柴直人

17 使用した地形図は国土地理院発行5万分の1「水沢・北上」及び水沢市発行、 2500分の1地形図を

使用した。

18 遺構の図版は原則として1/60とし、それ以外のものにはスケールを付した。

19 遺構の平面図はペー ジの上方を北とし、それ以外のものには方位を付した。

20 遺物の図版は原則として1/3とし、それ以外のものにはスケールを付した。

21 図版に使用したスクリーントーンは以下の内容を示す。

…… 黒色処理 言冒•・・・・・地ll」 ・・・・・・施釉部分

22 写真図版の縮尺は不定である。

23 野外調査に伴う出土遺物及び諸記録、室内整理の諸記録は水沢市埋蔵文化財調査センターに保管

してある。
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I 遺跡の立地と環境（第 1、2図参照）

水沢市は、北上山地西部の丘陵地帯、奥羽山脈から東流する胆沢川の作った胆沢扇状地と、その間

にあって中央部を北上川が南流する北上川縦谷の三地形からなっている。胆沢扇状地は胆沢川、北股

川～衣川間の広大な扇状地で、扇頂を胆沢町の若柳、市野々として、東方に約20kmの半径をも って円

弧を描いて北上川に及んでいる。扇面は扇頂から等しい距離で等しい傾斜を示す同心円状の等高線を

描く典型的な扇状地ではなく、扇状地形成後、多くの変動をうけたようで、扇頂から扇端に傾斜する

とともに南部から北部にも次第に高度を減じながら階段状に多くの段丘面が段丘崖をはさんで配列し

ている。これらの段丘群は大別して上位・中位・下位の段丘となり、それぞれ一首坂・胆沢・水沢段

丘と称されている。胆沢扇状地は奥羽山脈の隆起に伴い、胆沢川の堆積と侵食によって形成された開

析爾状地で、その形成は洪積世と考えられている。市の中央部をしめる北上川縦谷は、北上川の作っ

た段丘面で、姉体低地と段丘崖下に拡がる北上川の沿岸低地とからなる。

下植田遺跡は水沢市真城字下植田地内に所在し、東日本旅客鉄道東北線水沢駅の南南東約4.7kmの

ところに位置する。遺跡は大深沢川の沖積によると思われる島状の微高地上に立地し、すぐ東には、

姉体低地がひろがる。遺跡は現在畑地となっており、周辺には水田がひろがる。標高は約53mほどで

ある。平成11年度には、圃場整備に関わる農道整備に伴う発掘調査が実施され、縄文時代の陥し穴と

思われる土坑、平安時代の集落、近世屋敷跡が調査されている。

周辺南東約1kmほどのところに奈良、平安時代の集落跡である漆林II遺跡、本宿迎畑遺跡が位置し

ている。

II 調査の方法

平成12年度、 13年度調査とも重機による表土剥ぎを行い、その後作業員によって遺構の検出及び精

査を行った。各遺構は半切または土層観察用のベル トを残して掘り下げた。土層は写真撮影を行った

後、標高値を用いて図面に記録した。一部遺構埋土と地山の区別がつかず、埋土土層の記録をとれず

完掘してしまったものもある 。完掘後、平面写真撮影を行い、その後平面直角座標第X系を用いて図

面に記録した。写真撮影には6X7版大型カメラ1台と35mmカメラ2台を使用した。35mmカメラにはモ

ノクロ、カラーリバーサルフィルムをそれぞれ使用した。

m 基本土層 （第3図）

平成12、13年度調査区は周辺が圃場整備中ということもあり、調査直前は雑草が生い茂る荒廃地と

化していたが、もともとは畑地であった。遺跡（調査区）は中央部が最も高く、東西に緩やかに傾斜

し、東端では約1.5mほどの崖になる。過去何度か高地整理による掘削が行われており、そのさいに

東側に盛土を行い平坦面を広げている。東側を除き本来は耕作土がほぼ全面に渡って見られたのだろ

うが、今回の圃場整備で重機の通り道となり、所々耕作土が見られなくなっている。検出面上部の堆

積はすべて耕地整理時に伴うものと思われる 。
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1 玉貫遺跡

2 膳性遺跡

7 伯済寺遺跡

8 東大畑遺跡

I 3 沢田遺跡

14 東袖ノ目遺跡

3 中半入遺跡 9 白井坂II遺跡 15 常盤広町遺跡

4 高山遺跡 IO 白井坂 l遺跡 I 6 常盤小学校遺跡

5 西大畑遺跡 11 仙人西遺跡 17 跡呂井遺跡群

6 面塚遺跡 12 仙人東遺跡 18 杉の堂遺跡

第 1図 水沢市内遺跡位置図
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19 熊の堂遺跡

20 町屋敷遺跡

2] 雷神 I遺跡

22 林前遺跡群

23 姉体車堂II遺跡

24 下植田遺跡

25 後田潰跡
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w 平成12年度調査の報告

1 遺構と遺物の概要 （第4図写真図版1)

縄文時代と思われる土坑77基、古代の竪穴住居跡3棟、近世から近代にかけてと思われる建物跡l棟、

溝跡4条を検出した。遺物は遺構外から縄文時代と思われる石器が、古代の土師器、須恵器、近世か

ら近代にかけての陶磁器等が出土している 。

2 竪穴住居跡

SI O l竪穴住居跡 （第5図 写真図版1)

平成11年度調資で検出した竪穴住居跡であるが、平成12年度にこの竪穴住居跡の外に伸びる壁溝（屋

外溝）を検出したため、概略を含めここで触れる。この竪穴住居跡は平成11年度調査区の北東に検出

された長方形状の竪穴住居跡である 。長軸はほぼ北一南を向き、 8.52mを計測し、 短軸は約 7mを計

る。埋土はほとんどが暗褐色土の単層である。カマドは竪穴住居跡の東壁南東部分に1基 (1号カマド）

と同じく東壁ほぼ中央付近に 1墓 (2号カマド）、計 2基が確認された。 1号カマ ドの袖には芯材と

思われる礫は確認できなかったが、明黄褐色土で非常に締まった土が確認でき、この層が芯材と思わ

れる。火床はカマドの内部ほぼ前面に広がっており、その厚さも最大で約10cmを計測する。このカ

マドは煙道を持ち、その長さは約1.8mを計測する。 2号カマドは煙道を持たず、わずかに袖が確認

されたにすぎなかった。このカマドの袖は焼土ブロ ックや炭化材が混入した士で固め られており 、芯

材には北袖には土師器の甕を用いている。火床と思われる焼土の広がりは確認できるが、その厚さは

薄い。

壁溝は幅l0~20cmで深さが4-lOcmほどである 。この袖の下にも溝が観察できる。この壁溝は北東

コーナーから約4.5mほど東へ伸びる。

遺物は出土していない。竪穴住居跡及び屋外溝の埋土観察については、平成11年度調査報告書を参

照願いたい。

S12003竪穴住居跡 （第6~9図 写真図版2~4、55-56)

平成12年度調査区の南東隅で検出した。本年度調査で最初に検出した竪穴住居跡で、本遺跡3棟 目

の竪穴住居跡である。中央をSIOl竪穴住居跡の屋外溝が走る 。本住居跡の方が古い。

長軸はやや東に振れるものの概ね南北6.5m、短軸5.55mである。埋土は黒褐色土（図面上2層）と

暗褐色土（図面上3層）の2つの層で構成される。2層には炭化材と焼土ブロックが混入するが、 3層に

は炭化材のみが混入する 。なお。 1層はSIOl竪穴住居跡屋外溝の埋土である 。カマドは東壁中央付近

に付設され煙道と煙出しを持つ。煙道は検出した部分で長さ60cm、幅40cm、煙出しは虹径約60cmで、

平面形はやや形の崩れた円形状である。煙出しの底面レベルは煙道の底面レベルよりも25cmほど低く

なっている 。カマドの袖は残っておらず、煙道も上部が掘削されたり、 一部撹乱が見られるところも

ある。竪穴住居内からは5つの上坑を検出した。すべての土坑の埋士には炭化物が混入している。

遺物は土師器、須恵器が出土している。1は須恵器の杯である。推定口径13.8cm、推定底径7.4cm、

器高4.1cmを計測し、外面底部は回転糸切無調整である 。ロクロ調整がなされるが、外面底部付近に

はケズリ調整が観察できる 。胎土には石英を多く含み、焼成は普通、内外面ともにぶい黄橙色である。

2は口縁部が欠損した土師器の杯である。推定底径6.4cm、現存高2.5cmロクロ調整と思われるが内

外面とも器面荒れが激しく、はっきりとしない。 内面もまた黒色処理が観察されない。
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第 6図 SI 2003竪穴住居跡 (l)
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外面底部付近にはケズリ調整の痕跡も見られる。底部は回転糸切無調整、外面は灰黄色、内面は鈍い

橙色である。 3は底部と口縁部が欠損した須恵器の杯である。推定底径7.8cm、現存高3.2cmで底部

は回転糸切無調整である。外面底部付近にはケズリ調整の痕跡が観察できる。胎土には海綿骨芯が観

察できる。内外面ともにぶい橙色である。 4は土師器口縁部の破片である。推定口径14.6cm、現存

高2.7cmを計測する。外面はロクロ調整で内面はミガキ調整である 。外面は橙色で内面には黒色処理

がなされる。胎土はやや粗雑で焼成は比較的良好である。 5は土師器の長胴甕である。推定口径

21.1cm、現存高20.8cmを計測する。胴部外面には縦方向のハケメ調整が、内面には横方向のハケメ

調整がなされる。口縁部は内外面とも横ナデ調整が施される。胎土はやや緻密で焼成はやや良好、外

面は明黄褐色で内面は橙色である。ロクロ調整の痕跡は確認できない。 6は土師器で口縁部から胴部

にかけての球胴甕と思われる破片である。推定口径18.2cm、現存高6.5cmを計測する。口縁部は内外

面とも横ナデ調整が施され、胴部内外面には横方向のヘラケズリ、またはヘラナデと思われる調整が

施される。外面はにぶい黄橙色、内面は灰黄色である。 7は土師器の長胴甕と思われる底部から胴部

にかけての破片である。底径8.5cm、現存高7.2cmを計測する。外面にはヘラケズリ調整が、内面に

はハケメ調整が施される。胎土には砂礫が多く混入し、焼成はやや悪い。内外面とも橙色である。 8

は土師器球胴甕、口縁部周辺の破片である。現存高は5.6cmを計測する。外面にはハケメ調整を施し

た後口縁部に横ナデ調整を施す。内面は胴部の調整は不明であるが、口縁部には横ナデ調整が施され

る。胎土は緻密で焼成は良好、外面が橙色で内面はにぶい黄橙色である。 9は土師器長胴甕胴下部と

思われる破片である。現存高は10cmを計測する。外面にはケズリ調整が施されるが非常に粗く、粘

土の塊が観察できる。内面はハケメ調整が施される。底部に近いところでは横方向のハケメ調整が観

察できるが、それ以外は縦方向のハケメ調整である。胎土は砂粒を含みやや粗く、焼成は悪い。外面

は明黄褐色で内面は橙色である。10は須恵器蓋のつまみである。現存高2.1cm、胎土は緻密で焼成は

良好、内外面とも褐灰色である。11は高台部の破片である。推定裾径7.3cm、現存高1.9cmである。

内外面ともロクロ調整で、再調整は認められない。胎土は緻密で焼成も比較的良好である。内外面と

もにぶい黄橙色である。12は土師器甕と思われる口縁部から胴上部にかけての破片である。推定口径

18.1cm、現存高6.4cmを計測する 。外面にはハケメ調整を施した後に口縁部に横ナデ調整を施す。外

面にハケメ調整の痕跡は残るが、ヘラナデ調整、またはヘラケズリ調整によ って消されているようで

ある。内面は口縁に横ナデ調整が施されているが、胴部の調整はわからない。胎土は砂礫を多く含み、

焼成はやや良好、外面は浅黄橙色で内面は橙色である。13は土師器の長胴甕と思われる口縁部から胴

部にかけての破片である。推定口径20.0cm、現存高13.4cmを計測する。胴部外面には縦方向のハケメ

調整が施され、内面には横方向のハケメ調整が施される。口縁部は内外面とも横ナデ調整である。胎

土はやや緻密で砂礫を混入する。焼成は比較的良好で外面は橙色、内面はにぶい橙色である。14は土

師器の長胴甕と思われる口縁部から胴部にかけての破片である。推定口径24.3cm、現存高22.9cmを計

測する。胴部には上下方向のヘラケズリ調整が、内面には横方向のハケメ調整が施される。口縁部は

内外面とも横ナデ調整である。胎土は直径l-4mm程度の砂礫を含み、焼成は比較的悪い。外面はにぶ

い黄橙色で内面は橙色である。15は土師器の甕と思われる口縁部から胴上部にかけての破片である。

胴部外面には縦方向の、内面には横方向のヘラナデ調整またはヘラケズリ調整が施される。色調は内

外面とも浅黄橙色である。16は土師器の鉢と思われる。口径28.0cm、底径11.7cm、器高16.4cmを計測

する。外面には口縁部以外にタタキ調整が観察でき、その後胴部下半にはヘラケズリ調整またはヘラ

ナデ調整が、胴部上半から口縁部にかけてはヨコナデ調整が施される。内面は黒色処理がなされ、
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ミガキ調整が施される。胎土は砂礫を多く含み、石英をまばらに含んでいる。焼成は比較的良好で、

外面はにぶい黄橙色である。17はk6土坑から出土した須恵器の杯である。推定口径13.2cm、推定底

径6.6cm、器高4cmを計測する。底部は切り離し後ケズリ調整による再調整がなされている。胎土は

直径0.5-3mm程度の砂粒や石英等を少量含み、焼成は比較的悪い。内外面ともにぶい黄橙色である。

18はk6土坑から出土した須恵器の杯で口径13.4cm、底径6.6cm、器高4.5cmを計測する。底部は切り

離し後ケズリ調整による再調整がなされている。胎土には砂粒や石英が少量含まれる。焼成は比較的

悪く、内外面ともにぶい黄橙色である。

19から26までは土製品、石製品、鉄器、石器である。19は土製の紡錘車で直径6.5cm、厚さ1.3cm、

重量64.3gを計測する。片面にはケズリ調整のような痕跡が確認でき、中央には直径10mm程度の軸穴

が穿孔される。20は砥石である。長軸6.7cm、幅2.9-4.0cm、厚さ1.0-2.7cm、重量71.66gを計測

する。長軸方向の4面とも使用されているようで、幅が広くなっている面の長軸両端中央付近には小

穴が穿孔される。21は砥石の破損品である。現存長軸4.6幅3cm前後で厚さは0.6-2.2cm、重量

26.32gを計測する。幅が広くなっている面が使用されたようで、その片面には短軸及び長軸に平行し

て数本の線刻がなされる。22は鉄製の釘で埋土から出土している。長軸5.0cmで、直径は0.6cm、重

量は1.55gを計測する。上部は平らになっている。23は器種不明の石製品である。現存長軸7.8cm、

短軸3.6-4.6cm、厚さ2.9cm、重量1.55gを計測する。図面下方は欠損していると思われる。断面形

は台形状をなす。中央付近でくびれ、図面上方では左側が丸みをおび、右側では外方にそるような形

状をなす。時代も特定できない。24は石皿の破片と思われる礫石器の破片である。、磨面は現存して

いる部分で5.0X4. 7cm、下面は9.8X9.0cm、厚さ5.5cmで断面は台形状をなすと思われる。重量は

506.87gである。25は磨石と敲打石の兼用石器と思われる。長軸11.7cm、短軸8.5cm、厚さ6.3cm、

重量876.9gを計測する。断面形は楕円形である。磨面には広い面を使い、敲打痕はその縁辺部または

側面部を敲打石として使用しているようである。26は磨石と敲打石の兼用石器と思われる破片である。

現存長軸7.3cm、短軸9.0cm、厚さ3.2cm、重量240.lOgを計測する。磨面には広い面を使用している。

敲打痕跡は側面と磨面に観察できる。

S12004竪穴住居跡（第10、11図写真図版5、6、56、57)

調査区中央東寄りの落ち際付近で検出した。ほとんどが耕地整理時に削平されたようである。長軸

はやや東に振れるが南北方向で4.56m、短軸3.91mの台形状の竪穴住居跡である。埋土は5層に分層で

き、大半の埋土には炭化材・粒や焼土粒・ブロックが混入する。カマドは検出されなかった。竪穴住

居内には3基の土坑が確認できるが、その埋土全てに炭化材・粒、焼土ブロック・粒が観察できる。

遺物は土師器、須恵器、須恵系土器、器種不明鉄製品が出土している。27は須恵系土器と思われる

杯である。口径10.8cm、底径4.4cm、器高3.2cmで底部は回転糸切り無調整である。底部はやや台状

に張り出し、内湾しながら口縁部へと立ち上がっていく 。胎土には砂粒、石英、赤褐色粒が混入して

いる。焼成は比較的悪く内外面とも浅黄橙色である。28は須恵系土器の坪で口径13.7cm、底径5.7cm、

器高4.6cmを計測し、底部は回転糸切無調整である。外面はロクロ調整で内面は黒処理がなされ、ミ

ガキが施される。底部は切り離し後 『十』字が線刻される。胎土は砂礫が多く混入し、石英をまばら

に含む。焼成は比較的良く外面はにぶい黄橙色である。29はロクロ成形の土師器杯である。推定口径

15. 2cm、推定底径6.6cm、器高5.3cmを計測する。底部は切り離し後再調整される。おそらくケズリ

調整と思われるが、摩滅のため単位等はっきりしない。外面底部付近にはケズリ調整が施され、内面

は黒色処理されミガキ調整が施される。胎土には砂粒、赤褐色粒が少量混入する。焼成は悪く外面は
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X=-100.329 

Y =  28.685 

---],し--

X=-100.333 

Y=  28、685

三
L=35.200 

L=35.200 

c-L=35.200 -c' 

” l I OYR5/6 黄褐色粘性なし 締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR3/2 黒褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土プロッグ黄褐色土を含む

3 I OYR4/6 褐色粘 性 や や 小 締 ま り 密

炭化材、焼土プロックを含む

4 I OYR3/1 黒褐色粘 性中 締ま り密

炭化9立｀焼土粒、黄褐色土を含む

5 I OYR4/6 褐色粘 性 中 締 ま り や や 密

炭化粒．焼土粒を含む

こ'.F::-.. 

今む翠鰐、: K. 9 } J.9•95:、、，. ‘̀.t 
.、 J' •.

i，賛＼・;曹烙もシ・.'・
‘ゞげ‘・:• •翠

＼ ` •'ぶ•i蕊・み‘{；..9
気<.̀g・-.’心．：^ ’

.，:••:．'込
27 

X=-100.329 

Y=  28.692 

+ 
I Cこ/↓ヽ；"¥ 

カクラ／

シる
， —a 

X=-100.333 

Y=  28.692 

｀ 
-b'I IOYR5/2 灰黄褐色 粘性なし 締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

2 I OYR5/3 にふい黄褐色 粘性な し 締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

カクラ／ 3 IOYR6/1 にぷい黄橙色 粘性な し 締まり密

I OYR3/ 1 暗褐色粘性なし 締まり密炭化材．焼tプロックを含む

I OYR4/6 褐 色 粘 性 な し 締 ま り 密

d- L=35.000 - d 'e-L=35.000 ―e 

三
I !OYRl/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR1/1 黒褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色粘性なし締まり呼；

炭化材，焼土プロックを含む

三二—□

28 

二`I JOYR4/1 褐色粘性小締まり祀

炭化粒．焼士粒を少呈含む

2 I OYR1/3 黒褐色粘性やや小締まり密

炭化材、焼土プロックを含む

3 JOYRI. l/1 黒色粘性やや大締まり密

炭化粒．焼土プロック、黄土を含む

4 I OYR1/3 にぷい黄褐色粘性やや大締まり密

焼土粒を含む

5 IOYR4/1 褐色粘性小締まり密

炭化粒．焼土粒を少量含む

6 I OYR3/3 暗褐色粘性中締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

第10図 SI 2004竪穴住居跡 (l)
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I/ 
30 

＼
 I I 31 

@ 

言 c 3 6 

I I 
33 

り35

三モニ主 ．．・ ： ： ： ： : • : : : • I 
- - ..•. • 

.・.・.・.・ < ・ •. • 

37 
• I}~ 

紙亭蕊． I 38 

゜
5CM 

第11図 SI 2004竪穴住居跡 (2)

にぶい橙色である。30は土師器の長胴甕である。推定口径19.0cm、現存高14.9cmを計測する。ロク

ロ成形され、外面には口縁部から底部に向けてのケズリ調整が、内面には指ナデ調整が施される。ロ

縁部はロクロ成形のみで、その後の調整は確認されない。胎土はやや粗雑で焼成も悪い。外面は橙色

で内面は明褐色である。31は土師器の長胴甕と思われる破片である。推定口径23.3cm、現存高

15.2cmを計測する。外面胴部にケズ リ調整、内面胴部に指ナデ調整が施された後が施された後口縁

部に横ナデ調整が施されている。この横ナデ調整によ って口縁部が摘み上げられるように成形された

と思われる。胎土には砂粒、小礫が多最に含まれ、焼成は比較的良好である。外面はにぶい橙色、

- 15 -



内面は橙色である。32は土師器長胴甕の底部付近か ら胴部までの破片である。底部は胴部との接合面

で剥離し欠損している。推定底径10.8cm、現存高9.5cmを計測する 。外面は摩滅が激しく底部付近の

削り調整が観察できるのみである。内面はロクロ調整と思われる痕跡が確認できるが、は っきりしな

い。胎士はやや粗雑で焼成もあまり良くない。内外面とも橙色である。33はロクロ成形の土師器長胴

甕の破片である。推定口径23.8cm、現存高8.6cmを計測する。内外面ともロクロ調整が観察できる。

胎土には砂礫が含まれ、焼成は良好、外面は浅黄橙色で内面はにぶい黄橙色である。34はロクロ成形

されたと思われる土師器甕である 。底径11.6cm、現存高8.5cmを計測する 。外面にはケズリ調整が施

される。内面にはロクロ調整と思われる痕跡が観察できるが、摩滅のためはっきりしない。底部は切

離しの痕跡が観察できないことから再調整されたと思われるが、やはり摩滅のためは っきりしない。

胎土には砂礫、 小礫が含まれ焼成は比較的良好である。外面は橙色で内面は明黄褐色である。35、36

は器種不明の鉄製品である。刀子の破片の可能性もあるが断定はできない。37は竪穴住居内のK2土

坑から出土 した土師器の杯である 。推定口径14.4cm、推定底径6.0cm、器高4.3cmを計測する。底部

には回転糸切の痕跡が残り、その後再調整が加えられたようである 。底部か ら外方に直線的に口縁端

部までいたる 。外面はロクロ調整で内面には黒色処理がなされミガキが施される。胎土は砂粒、小礫

を含みやや粗雑である。焼成は比較的悪く、外面はにぶい橙色である。38はK2から出土した灰釉陶

器の破片である。現存高は2.4cmを計測し、外面にはやや緑がかった釉が施釉される。

S12005竪穴住居跡 （第12図 写真図版7)

調査区中央付近で検出した。削平を受けているせいかかなり浅い竪穴住居跡である。長軸は北東一

南西を向き 3.62m、短軸3.17mのやや小型の竪穴住居跡である。壁際には溝が周り、東コーナーをの

ぞいては柱穴と思われる小穴を検出した。埋土は黒褐色土と暗褐色土の二層から構成され、いずれも

炭化粒、焼土粒を混入する。

遺物は出土していない。

No. 9 

X=-100,320 
Y= 28,671 

＋ 

＋ 
X=-100.322 
Y= 28,671 

,320 
,676 

a― 

+ b-

L=35.200 — a' 

1 冒
L=35.200 

-b' 

二

＋ 
X=-100,322 
Y= 28.676 

I IOYR3/2 黒褐色 粘性なし 締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

第12図 SI 2005竪穴住居跡
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3 土坑跡 （第13-43図写真図版8~44)

今回の調査では検出順にとおし番号を付し、かつ前回調査の続き番号を使用した。したがって時代

などは一切考慮していない遺構番号となっている。

検出した土坑は縄文時代の陥し穴状遺構、平安時代の性格不明遺構、時代、性格ともに不明な遺構

となっている。ここでは遺物を出土した土坑についてのみ触れることとし、その他のものに関しては

一覧表を参照願いたい。

X=-100.338 くこうご喜
a 2 

'l 

3 / 4 

+ X=-100.339 5 f 
b --,-Y- 28.690 ~ 6 

＋ 

§：誓；；： T ＼'＝ 28690 鱈口一:`b--c=~-b 

b' 
I OYR1/3 黒褐色粘性なし 締まり密

炭化粒｀焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

3 IOYRl/4 褐色粘 性 や や 小 締 ま り 密

炭化粒、焼土粒を含む

4 IOYRl/l 褐色粘性小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYRJ/3 ：こぷい黄褐色 粘性やや大 締まり密

炭化材焼土粒を含む

6 IOYR5/l 黄褐色粘 性小 締ま り密

炭化粒を含む

I OYRl/6 褐色粘性小締まり密

炭化粒を含む

8 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性小締まり密

炭化粒をまばらに含む

9 I OYR5/6 黄褐色 粘性 小締 まり 密

炭化粒をまばらに含む

10 IOYR4/4 褐色粘性やや大締まり密

炭化粒をまばらに含む

d 
X=-1(]()．344 
Y= 28.694 +-

d-
L-35.100 

-d' 

C 
クー― ぺ；

I I OYR2/2 黒褐色粘性なし締まり密

炭化材を含む 焼土粒を少景含む

2 I OYR4/3 Iこぶい黄褐色 粘性なし 締まり密

炭化材を含む 十
x~ -100_340 

3 IOYR4/4 暗褐色粘性やや小締まり密 Y~ 28.700 

炭化材を含む S 
--- .,_., 

4 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まりやや密
2(J氾

C 
c -― L=35. IOO ―-C 

炭化材を含む

5 IOYR4/4 褐色粘性やや大締まりやや密

炭化粒をまばらに含む

6 IDYR4/4 褐色粘性小締まりやや密

炭化粒を少量含む

I I OYR2/3 黒褐色 粘性小締まり密焼土粒をまばらに含む

2 I OYR3/4 暗褐色粘性やや小締まり密 炭化粒をまばらに含む

3 I OYR5/6 黄褐色 粘性なし 締まり密炭化粒をまばらに含む

4 I OYR-1/6 褐色 粘性やや大締まり密炭化粒．焼土粒を含む

5 IDYR3/4 暗褐色 粘性やや大締まり密炭化材、焼土粒を含む

6 I OYRS/6 黄褐色 粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR4/3 にぶい黄褐色 粘性やや大締まりやや密 炭化材、焼土プロックを含む

I I OYR2/I 黒色粘性大締まりやや密

炭化粒を含む

2 I OYR2/2 黒 褐 色 粘 性 小 締 ま り 密

焼土粒を含む

3 I OYRZ/2 黒褐 色 粘 性 小 締 ま り 密

炭化粒、焼土粒、黄褐色土を含む

4 IOYRZ/2 黒 褐 色 粘 性 小 締 ま り 密

炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR2/3 黒褐色粘性やや大締まり密

焼土粒を含む

6 IOYR3/4 暗褐 色 粘性やや小締まり密

炭化粒，焼土粒を少量含む

7 IOYR3/4 暗褐色粘性やや小締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

8 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土粒を少昂含む

9 I OYR4/3 にぷい黄褐色 粘性やや大 締まりやや密

炭化粒を含む

IO I OYR3/3 暗褐色粘性やや大締まり密

炭化粒，焼士粒を含む

11 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まり密

炭化粒をまばらに含む

12 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まり密

炭化粒をまばらに含む

340684 

10028 

＝＝ 
x
y
 

□L
,e

一'

e
(
 

x~-100.339 
Y = 28 ・ 6 85 

e一 L=35.200

胃
— e' 

1 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締ま り密

焼土粒、黄褐色土を含む

2 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まり やや密

焼土粒を含む

3 I OYR3/4 暗褐色粘性やや小締まりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

第13図土坑跡 (l)
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X=-100.348 
Y= 28.6i0 

aャ

X=-100.350 
Y= 28.6i0 

＋ 

I I OYR~/4 褐色粘性なし締まり密
X=-100.350 
Y= 28.612 炭化粒を含む

+ 2 IOYRI. 7/1 黒色粘性大締まり粗

X=-100.356 
Y- 28.65i 

ゴ

a — L-35 .200 
Aa' 

却

659

臨

659

咽

28-
＋
 

c
 

＝＝ 

100

⑱
亡

X
Y
 

＝＝ 

ロ
X
Y
 

＇ c
 

｀ 

—a' 

C― L-35.300 -c' 

l I OYRZ/3 黒褐色 粘性なし 締まり密焼士粒を少呈含む

2 I OYR3/3 暗褐色 粘性小 締まりやや密炭化粒，焼土粒を少量含む

3 I OYRZ/3 黒褐色 粘性やや小締まりやや密焼土粒をまばらに含む

X=-100.354 
Y= 28.662 

＋ 
354664 

10028 

+

＋

-

＝＝ 
x
y
 

二
〗

b-L=35.IOO- b' 

l IDYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密

礫をを含む

2 I OYRZ/3 黒褐色粘性やや大締まりやや密

焼土粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色粘性大締まりやや密

炭化粒｀焼土粒を含む

4 I OYR4/3 にぶい貨褐色 粘性大締まりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR4/6 褐色 粘性やや小締まりやや密

炭化粒を含む

6 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まりやや密

炭化粒を含む

352663 

10028 

土
＇

応
~□: 

ざ
312601

四

28
――
――
 

X
Y
 

+／¥ 

X
¥．
 

d― L=35 300 

I I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR4/3 にぷい黄褐色粘性やや小締まり密

炭化粒，焼土粒をまばらに含む

3 IOYR3/l 暗褐色粘性小締まりやや密

炭化粒を少量含む 焼土粒をまばらに含む

4 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密

炭化粒、焼土粒をまばらに含む

5 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密

炭化粒、焼土粒をまばらに含む

6 I OYR3/3 暗褐色粘性大締まりやや密

焼土粒を少麗含む

7 I OYRl/6 褐色粘性小締まりやや密

-・-d' 

x--1(1(l．350 
Y- 28.660 

X=-100.338 
Y= 28.686 

＋ f — L-35 000 - f' 

＋ 
x--100.339 
Y- 28.657 

8- 、ジ--ヰ加7

10 

’
 

e
 

300 5
 

3
 ――

 L
 

e
 

ー
勁

競
10028 
_-＝＝ 

X
Y
 

e

ロロ/忌

＋
 

...L 

I JOYR2/3 黒褐色粘性な し 締まり密
X=-100.352 
¥'= 28.660 炭化粒、焼土粒をまばらに含む

2 I OYR3/4 暗褐色粘性小締まり密

炭化粒、焼土粒をまばらに含む

3 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性大締まり密

炭化材を含む

4 I OYR4/6 褐色粘性小 締まり密

炭化粒、焼土粒をまばらに含む

5 IOYR4/4 褐色粘性小締まり密

炭化粒を少量含む

6 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まりやや密

炭化粒をまばらに含む

＋ 
X=-100.340 
Y= 28.686 

l I OYRJ/1 黒褐色粘性小締まり密焼上粒を少量含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性大締まりやや密

3 I OYR2/3 黒褐色粘性大締まりやや密

4 IOYR2/I 黒色粘性大締まりやや密炭化材を含む

5 I OYRl/6 褐色粘性大締まり密 炭化粒を含む

6 I OYRJ/3 暗褐色粘性大締まりやや密炭化粒を含む

IOYR3/4 暗褐色粘性大締まり密炭化粒を含む

8 I OYR4/6 褐色粘性大締まりやや密炭化粒を少量含む

9 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

10 IOYR4/4 褐色粘性やや小 締ま りやや密焼土粒を少量含む

第14図土坑跡 (2)
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SK2049土坑 （第15図写真図版11、57)

長軸67cm、短軸58cmの卵形をした土坑である。上層に焼土粒、炭化粒をを多量に含んだ黒褐色土が、

下層には炭化粒を含んだ褐色土が堆積している。遺物は上下 2層から出土している。遺物は石器 (39)

と焼成不良の須恵器坪 (40) が出土している。 40は推定口径12.2cm、推定底径6.0cm、器高3.8cmを

計測する。底部の切り離しは回転ヘラ切と思われる。内外面とも浅黄橙色である。

SK2050土坑 （第15図写真図版11、57)

長軸86cm、短軸50cmの長楕円形をした土坑である。上層に焼土粒、炭化粒が混入する暗褐色土が

堆積し下層には炭化粒を含む褐色土が堆積する。遺物は須恵器の杯 (41)が出土している。推定口径

12.8cm、推定底径7.4cm、器高3.3cmを計測する。底部は回転糸切無調整で、焼成は悪い。内外面と

も浅黄色である。

パ炉ごぷ
X=-100.338 
Y- 28.681 

＋ 

ー冒
勾

682

碑

絞

100
狐

10028

————

+ 
X
Y
 

=―-
＋
 

X
Y
 

a -L-35.200-a' 

攣・，
炉

I I OYR1/3 黒褐色粘性小 締まり密

焼土を多量に含む 炭化粒、遺物を含む

2 I OYRl/6 褐色粘性小締まりやや密

炭化粒、遺物を含む

c
 ロ

c
 

＋
 

337682 

10028 

＝＝ 
x
y
 

X=-100.338 
Y= 28.682 + + X=-100.338 

Y~ 28.684 

c- L-35.200 -c' 

1 IOYRl.1/1 黒色粘性小締まりやや密

炭化粒を少量含む

39 

335683 

b!”
 

10028 
―――― 

X

Y

2

0

0

-

十

⑮――
 

L
-b

 

3
 

0
xxY 

C
ド
＼
ー

1
,

一ー

1 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

2 IOYR4/4 褐色粘性小締まりやや密

炭化粒を少量含む

3 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密

炭化粒を含む

41 

340680 

10028 

＋
 

メ

―＝＝
 À 

てA
 340618 

10028 

+
-――――
 

X
Y
 

d - L-35.200 -d' 

3-/／ー／／／／ウァレクノル-7

I I OYRZ/2 黒褐色粘性小 しまり密

焼士粒を少呈含む

2 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まりやや密

炭化粒をまばらに焼七粒を少量含む

3 I OYR3/4 暗褐色粘性やや小締まりやや密

4 IOYR4/4 褐色粘性なし 締まりやや密

炭化粒をまばらに含む

5 IOYR3/4 暗褐色粘性小 しまり密

炭化粒を含む

6 !OYR4/4 褐色粘性やや小締まり密

炭化粒を含む

7 IOYR3/4 暗褐色粘性やや小締まりやや密

炭化粒を含む

第15図土坑跡 (3)
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＋ 
X= -100.337 
Y- 28.698 

＋ 
X=-100.338 
¥'- 28.698 

＋ 
X=-100.338 
Y= 28.iOO 

a - L=35.200―a'+  
x--100_349 
Y- 28.659 

I I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密

2 I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密黄褐色土を少塁含む

3 I OYR4/6 褐色粘性やや大締まり密 炭化粒を少骰、黄褐色土を含む

4 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まり密

5 I OYR4/3 にぷい黄褐色 粘性小締まりやや密

6 !OYR3/4 暗褐色 粘性9)ヽ 締ま りやや密 炭化粒を少屈含む

I OYR4/4 褐色 粘性小締まりやや密炭化粒を少量含む

8 !OYR3/4 暗褐色粘性小 締ま りやや密 炭（ヒ粒をまばらに含む

9 I OYR4/6 褐色 粘性小締まりやや密炭化粒をまばらに含む

X=-100.353 
Y= 28.660 

+. C -L=35. 10() — c' 

／へ ！ 掘•三／□：i/;
1 I OYRZ/2 黒褐色粘性小締まり密 炭化粒，焼土粒を少伐含む

2 I OYR2/3 黒褐色粘性小 締まりやや密焼土粒を含む

3 IOYR3/l 暗褐色粘性小締まり密炭化材を含む

4 I OYR3/3 暗褐色粘性大締まりやや密 炭化粒を少屋含む

5 I OYRJ/.1 暗褐色粘性大締ま りやや密 炭化粒，焼土粒を含む

6 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

7 IOYRl/l 褐色粘性やや大締まり密炭化粒，焼上粒を少lil含む

8 I OYR4/6 褐色 粘性やや大 締ま りやや密 炭化粒，焼土粒を含む

＋ 悶

d

10028 

[d]
d
 

し＝35.100

十
,--100,3改）

Y- 28.659 

- d' 

+ b— L=35. IO(l - b' 
X=-100.349 
Y= 28.661 

I 口`／召[7
1 9 9 

>-, 笏笏笏珍笏笏珍笏
ヽ

I I OYR2/2 黒褐色 f/i性なし 締まり密

炭化粒．焼土粒を含む

2 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや大 締まりやや密

炭化粒、 焼上1立を含む

4 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや小締まりやや密

炭化材、焼七粒を含む

5 I OYR4/6 褐色粘性やや大締まり密

炭化粒、 焼士粒を含む

6 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密

炭化粒を含む

7 I OYR;/6 黄褐色粘性やや大 締まりやや密

炭化粒，焼土粒を含む

8 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土粒を少黛含む

9 I OYR4/6 褐色粘性大締まり密

炭化粒、統土粒を含む

IO I OYR3/3 暗褐色粘性やや小 締まり やや密

炭化粒焼土粒を含む

11 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大 締まり やや密

炭化粒、焼土粒を含む（掘りすぎ）

I IDYR3/l 暗褐色粘性やや小締まり密 炭化粒，焼土粒をまばらに含む

2 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒` i尭土粒をまばらに含む

3 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まりやや密 炭化材、焼土粒を含む

4 I OYR-1/ J 褐色 粘性やや大締まりやや密 炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYRl/6 褐色 粘性やや大 締ま りやや密 炭化材、焼土粒を含む

6 I OYRS/6 黄褐色 粘性小締ま りやや密 炭化粒、焼士粒を少且含む

355655 
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e
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忍／`
 一'
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い
廿

=-＝ 
X
Y
 

e -L-3s.3oo -e' 

三青
＋ X=-100.356 

Y= 28.654 

l I OYR2/3 黒褐色粘性やや小 締ま り密

炭化粒、焼土粒をまばら に含む

2 IOYR4/4 褐色粘性なし締まり密

炭化粒．焼土粒を少量含む

3 IOYR3/4 暗褐色 粘性やや小 締ま り密

炭化粒をまばらに含む

4 IOYR4/4 褐色粘性小 締ま りやや密

炭化粒、焼土粒を少鼠含む

第16図土坑跡 (4)

- 20 -



X=-100.350十
Y- 28.656 

塁

+

100
28 

a

/

[

／`ー
-aXY

/~ 348656 

10028 

＝＝ 
x
y
 

＋ 
X=-100.330 
Y= 28.694 

＋ 
x--100.3:io 
Y- 28.676 

b
 

）
 

）
 ，

 

、5,0
 

3
2
 ＇ 

9
9
9
 

，
 一

b
 

＋ 
X = -1 00. 33 2 
Y- 28.674 

a — L=35. JOO —a' 

＋ 
x--100.338 
Y- 28.673 

l I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密焼士粒炭化粒をまばらに含む

2 I OYR1/3 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を少艮含む

4 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化物、焼土粒を含む

5 I OYR5/6 黄褐色粘性大締まりやや密 炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYR5/8 黄褐色粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

3875 

3
6
 

0028 

+
T
 

=―― XY 
d-

b - L=35 200 - b' 

C 
L-35.200 , 
- -c 

L=35.200 

。

2

7

8

J
 

-d' 

1 IOYR2/3 黒褐色粘性小締まり密焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大蹄まりやや密焼土粒を含む

3 I OYR4/4 褐色 粘性やや大 締まりやや密 炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密焼土粒を少且含む

5 I OYR4/6 泥色粘性やや小締まりやや密 炭化粒を少旦含む

6 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まりやや密

1 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密焼土粒をまばらに含む

2 JOYR3/I 黒褐色 粘性やや大 締まりやや密 黄褐色土，焼土粒を含む

3 I OYR2/3 黒褐色粘性やや大締まりやや密焼土粒を含む

4 JOYR2/I 黒色粘性やや大 締まりやや密焼土粒，黄褐色土を含む

5 I OYR2/2 粘性やや大 締まりやや密 黄褐色土を含む

6 I OYR4/4 褐色 粘性やや大締ま り密 炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR2/I 黒色粘性大締まり密黄褐色土を含む

8 I OYR4/4 褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

9 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密

IO I OYR4/6 褐色 粘性やや大締まりやや密 炭化粒を含む

11 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや大締まりやや密黄褐色土を含む

12 IOYR4/6 褐色 粘性小締まり密炭化粒をまばらに含む

I 3 I OYR4/ 4 褐色粘性やや大締まり密 炭化粒をまばらに含む

＋ 
X=-100.337 
Y= 28.690 

千 X=-100.335
Y= 28.662 

e ＇ 
-T 

T 
X=-100.336 
Y= 28.662 

I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締ま り密焼土粒を少段含む

IOYR2/I 黒色粘性やや小締まりやや密 焼上粒を含む

I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性やや小締まりやや密 炭化粒．焼土粒を含む

I OYR2/3 黒褐色粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR4/4 褐色粘性なし 締まり密 炭化粒．焼土粒をまばらに含む

6 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まりやや密 炭化粒を含む

7 I OYR4/4 褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒を含む

8 I OYR4/6 褐色粘性やや大締まりやや密 炭化粒を含む

9 I OYR2/2 黒褐色 粘性やや大締まりやや密

IO I OYR4/4 褐色 粘性小締まりやや密 炭化粒をまばらに含む

1

2

3

4

 

SK2063 

e上＝35.ZO_Q_e'1 IOYR2/l 黒色粘性小締まり密焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締ま りやや密炭化粒．焼土粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色粘性やや大締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

I OYRl/6 褐色 粘性やや大締まりやや密炭化粒を含む

I OYR4/ l 褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

I OYRl/3 Iこぶい黄褐色 粘性やや大締まりやや密 炭化粒を含む

IOYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

4

5

D

6

7
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SK2064土坑跡（第18図写真図版15、57)

直径約93cmの円形状の土坑と思われる。 SK2065土坑の上部に位置する。埋土は4層から構成され、

そのいずれにも焼土粒、炭化材粒が混入する。検出面からの深さは20cm前後である。 SK2065土坑よ

りも新しい。

遺物は土師器の鉢 (42)が出土している。現存高14.4cmで口縁部から体部にかけての破片である。

外反しながら口縁部にいたり、口縁部では水平方向に外方へ倒れ、端部は摘み上げられるように立ち

あがる。ロクロ成形で内面は黒色処理されミガキ調整が施される。胎土はやや粗雑で焼成も悪い。外

面はにぶい黄褐色である。

SK2066土坑 （第19図写真図版15、57)

長軸1.57m、短軸0.74m、深さ0.54mの隅丸方形状土坑である。底面中央には小穴を一つ確認した。

埋士は5層から構成され、上層から黒褐色土、にぶい黄橙色土、褐色土 (2層に分層）、暗褐色土となる。

埋土全てに炭化粒または炭化材、焼土粒が混入する。

遺物は検出面から須恵器の杯片 (43)、須恵器壼と思われる破片 (44) が出土している。この土坑

に伴うものではないと思われるが、便宜上ここで触れる。 43は推定口径12.7cm、推定底径6.9cm、現

存高4.2cmを計測する。底部は回転糸切無調整である。胎土には石英がまばらに混入し、焼成はやや

悪い。色調は内外面とも灰黄色である。 44は底部から胴部にかけての破片で、現存推定底径14.4cm、

現存高8.4cmを計測する。底部には高台が剥離した痕跡が観察できる。外面にはロクロ成形のような

痕跡が確認できるが器面が摩滅しているためはっきりとしない。また、ケズリ調整も施されるようで

ある。内面は最終調整に指ナデ調整が行われているようである。胎土は緻密で焼成も良好である。内

外面とも褐灰色で内面には煤状の炭化物が付着する。

＋ 
x--100,336 
Y- 28,693 

X=-100.335 
Y- 28.694 a - L = 35. 20(l - a' 

SK2064 
2065 

4―-／／力‘；、りr,x-__.,,_,

SK1064 SK2065 

ー ／ 

I I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性なし 締まりやや密炭化粒｀焼士粒を含む l IOYR2/I 黒色粘性やや大締まりやや密 黄褐色士を含む

2 I OYR1/3 黒褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒、境土粒，黄褐色土を含む 2 I OYR3/3 暗褐色粘性大締まりやや密 炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR2/I 黒色粘性小締まりやや密炭化粒を少星含む

4 I OYR2/2 黒色 粘性小締まりやや密焼土粒を少昂含む

第18図土坑跡 (6)
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344696 

0028 

+
T
 

＝＝ 
X
Y
 

+ a -L=35.200- a' 
X=-100.344 
Y= 28.698 

345696 

0028 

+
T
 

―-＝-
x
y
 0
 二

1 I OYR1/3 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性小締まり密 炭化材、焼土粒を含む

3 IOYR4/6 褐色粘性小締まりやや密炭化材、焼土粒を含む

4 IOYR4/4 褐 色 粘 性Ilヽ 締まり密炭化材、焼土粒を含む

5 !OYR3/4 暗褐色粘性やや大締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I I 

口
／ノ
1 44

ー

1

ー

＋ 
X=-100.334 
Y= 28.679 6c6 

C 

十 釦'..A ＋ C -L-35 200-C ＇ 
I IOYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密 炭化材、焼土プロ ックを含む

X=-100.336 X=-100.336 2 5 YR3/6 暗赤褐色粘性なし 締まり密炭化材を含む（焼土層）

Y- 28 678 Y- 28 685 

疇詈 3 IOYR4/4 褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

＋ 
d 瓜茫1¥ → d』

＋ 
d -L=35 200 -d' 

I 5 YR4/8 赤褐色粘性なし 締まり密炭化材を含む（焼土層）

X=-100.339 x--100 339 

誓
2 !OYRc5/6 黄褐色粘性なし 締まり密炭化材、焼土粒を含む

Y- 28.674 Y- 28,681 
3 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まりやや密炭化材．焼土粒を含む

X=-100,351 
Y- 28,694 

334681 

0028 

+
T
 

―――
―
 

X
Y
 

1 IOYR2/2 黒褐色粘性小締まりやや密 炭化粒、焼土粒を含む

b -L-35.200 -b' 2 IOYR2/3 黒褐色 粘性やや大締まりやや密 黄褐色土をまばらに含む

3 IOYR4/4 褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

4 I OYR2/2 黒褐色 粘性大締まりやや密黄褐色土を少量含む

5 5 IOYR4/4 褐 色 粘 性 大 しまりやや密炭化粒，焼土粒を含む

6 I OYR4/6 褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒を含む

7 I OYR3/3 暗褐色粘性大締まりやや密

8 I OYR2/3 褐色粘性大締まりやや密焼土粒を含む

9 I OYR3/3 暗褐色粘性大締まりやや密

L-35.200 
e - -e ＇ 

贔
霞

I I OYR5/3 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密炭化材、焼土粒を含む

2 IOYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密焼土粒、黄褐色土を含む

3 IOYR4/4 褐色粘性なし締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR5/6 黄褐色粘性なし締まり密炭化材を含む

5 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まり密炭化粒，黄褐色土を含む

6 IOYR2/2 黒褐色 粘性小締まりやや密炭化材、黄褐色土を含む
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I I OYR5/6 黄褐色粘性小締まりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR4/3 にぷい黄褐色 粘性やや大締まりやや密

炭化材、焼土プロックを含む

第19図土坑跡 (7)
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a― 

へA
 

ロャ儡10028 

a
 

＋
 

＝＝ 
x
y
 

L-35.200 - a' 

1

2

3

4
 

＋ 
x--100.343 
Y- 28.685 

冒
I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密焼土粒を含む

I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密炭化粒，焼士粒を含む

I OYR3/4 暗褐色 粘性小炭化粒，焼土粒を含む

I OYR2/3 黒褐色粘性小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

5 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化材，焼土粒を含む

＋ 
X=-100.344 
Y- 28.702 

+ X=-100.346 
Y= 28,702 

-;-

X=-100.358 
Y= 28.658 

＋ 
X=-100.359 
Y= 28.658 

L=35.200 
C ＇ - -c 

5 量
= 28.704 

l 10¥'R2/2 黒褐色粘性なし 締まり密黄褐色土を含む

2 I OYR3/3 暗褐色 粘性9)ヽ 締まりやや密焼土粒を含む

3 IOYRl/4 褐色粘性やや大締ま りやや密炭化材、焼土粒を含む

4 I O¥'R4/6 褐色粘性やや大締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

5 i OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

6 IOYRl/l 褐色粘性やや大締まり密炭化粒、焼土粒を含む

i IOYRl/4 褐色粘性やや大締まり密炭化材を含む

8 IOYR3/4 暗褐色粘性大締まりやや密 炭化材を含む

十§]：口□□/'o

-L X=-100.345 
'Y= 28.101 SK2074 

b- L=35.200 -b' 

l ¥OYR2/I 黒色粘性小締まり密焼土粒をまばらに含む

2 I OYR2/1 黒褐色粘性小締まり密焼土粒をまばらに含む

3 I OYR3/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒，焼土粒を含む石あり

4 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化材を含む

5 ¥OYR4/l 褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

6 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性やや大締まり密 炭化材を含む

7 IOYR;/1 ：こぶい黄褐色粘性大締まり密炭化粒を含む

8 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性大締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

9 I OYR5/ l Iこぶい黄褐色 粘性大締ま り密炭化粒，焼士粒を含む

IO I OYR4/ l 褐色粘性やや大締ま りやや密炭化粒，焼土粒を含む

11 IOYRj/6 黄褐色粘性大締まり密炭化粒，焼土粒を含む

12 IOYRl/4 褐色粘性大締まりやや密 炭化粒，焼土粒を含む

一

X=-100.328 
, Y= 28,674 e - L-35.200―e' 

1

2

3

 

4

-

3

6

7

 

>:
15 13 冑

I I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締 ま り 密 焼土粒をまばらに含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密焼土粒｀炭化粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締ま り密炭化粒｀焼土粒を含む

4 I OYR4/6 褐色粘性なし締まり密炭化材、焼土粒を含む

5 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まりやや密炭化粒、黄土を含む

6 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼士粒を含む

7 I OYR2/3 黒 褐 色 粘 性 小 締 ま り 密 焼土粒、黄土を含む

8 I OYR3/3 暗褐色粘性小 しまりやや密炭化粒を含む

9 IOYR4/4 褐色粘性小締まり密炭化粒を含む焼土粒を少呈含む

IOYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒｀礫を含む 10 IOYR3/4 暗褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む焼土粒を少量含む

!OYR4/4 褐色粘性小締まり密焼士粒，礫を含む 11 I OYR4/6 褐色粘性やや大統まり密炭化材｀焼土粒を含む

I OYR4/4 褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒｀礫を含む 12 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む 13 IOYR3/4 暗褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒、礫を含む 14 I OYR4/4 褐色粘性やや大締まり密 炭化粒｀焼土粒を含む

IOYR3/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒礫を含 む 15 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密

I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒｀焼土粒を含む 16 IOYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

A
ぶ

d- L-35.200 - d' 

＋ 

□ 
X=-100.328 
Y= 28.676 

e/ >re
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第20図 土坑跡 (8)
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x--100_341 
Y- 28.704 

X=-100.349 
Y= 28.i06 

＋ 

a
 

X=-100.348 
Y= 28.704 ＋ 

十
X=-100.342 
Y= 28、654

?
-
6
 

4

5

 

3

6

 

0
8
 

十

遭
？
〗

――
――
 

X
V・

+ X=-100.344 
Y- 28.654 

b[>>

L-34.8()(） 

a - -a' 

量

I I OYR2/3 黒褐色粘性小 締ま り密炭化粒、焼t粒を 含む

b - L=35.zoo―b' 2 IOYR3/l 暗褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

5~ジィ吟8

3 I OYR4/6 褐色粘性Ilヽ 締ま り 密 炭 化材焼士粒を含む

4 !OYR3/l 暗褐色 粘性やや大 梓まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

5 !OYR3/4 暗褐色粘性やや大 締まりやや密 炭化粒を少且含む

6 !OYR4/l 褐色粘性小締まり密

7 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや大 締まり やや密 炭化粒、焼土粒を含む

8 IOYR4/4 褐色粘性やや大締ま りやや密 炭化粒．焼土粒．小礫を含む

9 I OYRl/6 褐色粘性なし 締ま り密炭化粒を含む砂質土

第21図土坑跡 (9)

SK2080土坑 （第22図写真図版19、57)

長軸1.72m、短軸0.97m、検出面からの深さ 15cmほどの楕円形状土坑である。縄文時代の陥し穴状

土坑と重複するが、本遺構のほうが新しい。埋土は黒色土の単層で、炭化材、焼土粒、黄褐色土を含

む。人為的な堆積であろう 。遺物は須恵器の杯2点 (45、46) が出土している。

45は底部付近の破片で、底径7.3cm、現存高1.7cmを計測する。切り離しは回転ヘラ切りである。

内外面とも灰白色である。46も破片で、推定口径14.0cm、推定底径6.8cm、器高4.2cmを計測する。

切り離しは同転ヘラ切りで、底部は上げ底気味である。胎土には石英、小礫をまばらに含み、焼成も

良好である。内外面とも黄灰色である。

SK2081土坑 （第22図写真図版19、57)

長軸47cm、短軸34cm、検出面からの深さ33cmの不整形な楕円形状土坑である。埋土は黒色土と暗

褐色土の2層からなり、上層には炭化粒、焼土粒、黄褐色土が混入し、下層には炭化材が混入する。

人為的な埋土であろう。

遺物は土師器の鉢と思われる破片 (47) が出土している。現存高7.7cmの口縁部から体部にかけて

の破片である。ロクロ成形され、内面体部には煤状の物質が付着する。胎土は比較的緻密で、焼成は

あまり良くない。内外面とも浅黄橙色である。

SK2082土坑 （第22図写真図版19、57)

現存長軸93cm、短軸70cm、検出面からの深さ8cm前後で、底面はフラットではない。埋土は4層か

ら構成され、それぞれに炭化粒や焼土粒が混入する。

遺物は須恵器壼の頸部片 (48) が出土している。現存高7.lcmを計測し、頚部と体部の境付近に環

状に突帯が張り付く 。胎土は緻密、焼成も良好である。内面は灰色、外面は灰黄色である。
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X=-100.329 
Y= 28,672 + 

a - L=35.200 -a' 

l I OYR2/I 黒色粘性なし 締まり密 炭化材、焼土粒，黄褐色土｀土器を含む

＇公

＼：二戸三45

+ X=-100.331 
Y- 28.671 

+ X=-100.331 
Y= 28.673 

b@b 
331682 

10028 

十
I

=＝-
X
Y
 

＋ 
x--100.J31 
Y- 28.684 

言

b -L=3s.200-b' 

7 1 

｀ I I OYR2/I 黒色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒、 黄褐色土を含む

2 I OYR3/4 暗褐色粘性なし締まり密炭化材を含む

X =-100.340 
Y= 28.652 

＋ 

C - L=35.200 - c' 

3攣

x--100_341 
Y- 28.654 

＋ 

十
, X=-100.338 

Y= 28.680 

I I OYR5/6 黄褐色 粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼士粒、黄褐色土を含む

3 ¥OYR4/4 褐色粘性なし締まり密炭化粒，焼土粒を含む

4 I OYR5/6 黄褐色粘性なし締まり密炭化粒を含む

e — L-35.200 一 e'

I O 

f IJ 12 

I I OYR4/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒を含む

2 I OYR5/6 黄褐色粘性なし 締まり密

3 I OYR1/3 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR1/1 黒褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

5 I OYR1/3 黒褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

6 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

7 JOYR3/4 暗褐色粘 性小 締ま り密 焼土 粒を 含む

8 I OYR3/3 陪褐色 粘性やや大締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

9 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を少量含む

IO I OYR3/3 暗褐色 粘性やや大締まり密炭化粒、焼土粒を含む

11 I OYR5/6 黄褐色 粘性小締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

I 1 I OYR5/8 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

13 I OYR4/4 褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒を含む

14 IOYR4/6 褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒を含む

d-

3

4

 

l

l
 

L-35.200 

----l_＿三

二
46 

- d' 

5

6

 

I

I

 

+ X=-100.326 
Y= 28.670 ＋ 

X=-ltl().326 
¥― =28.6i2 

l I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締 ま り 街 焼t：粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化粒，焼土粒を含む

3 I OYR2/2 黒 褐 色 粘 性 や や 小 締 ま り密 炭化粒，焼土粒を含む

4 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

5 IOYR2/1 黒色粘性やや小締まりやや密焼土粒を少量含む

6 I OYR3/2 黒褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒，焼土粒をまばらに含む

7 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

8 I OYRo/6 黄褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

9 IOYR3/l 暗褐色 粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

IO I OYR,/S 黄褐色粘性なし 締まり密尿化粒，焼土粒を含む

11 IOYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化材，焼土粒を含む

12 IOYR↓/4 褐色粘性小締まり密炭化材，焼土粒を含む

I 3 I OYR,/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

ll IOYRl/l 褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒、煉土粒を含む

I 5 IOYR2/2 黒褐色粘性小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

I 6 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

Ii IOYRl／↓ 褐色粘性なし締まりやや密炭化材、焼土粒を少贔含む

第22図土坑跡 (10)
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a
 

332650 

00
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＝＝ 
X
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3252 

3

6

 

00
28 

+
T
 

＝＝ x
y
 

a — L=35.200 -a' 

1髯□／
14 15 9 

+ X=-100.327 
Y- 28.680 bーし＝35・ 200 -b' 

1'.。雪繋：

l I OYRZ/3 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒．焼土粒をまばらに含む礫を含む

2 I OYR5/6 黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒を含む

+ X=-100.329 
Y- 28,680 

3 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まり密炭化粒｀焼土粒｀小礫を含む

4 I OYR3/3 暗褐色 粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を少昂含む

5 I OYR5/6 黄褐色 粘性小締まり密 炭化粒をまばらに含む

6 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

7 I OYR3/3 暗 褐色粘性小締まりやや密

8 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

9 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密 炭化粒、焼士粒、小礫を含む

10 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

11 IOYR4/6 褐色粘性なし締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I 2 I OYRS/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

13 I OYRS/8 黄褐色粘性小締まり密炭化材、焼土粒を含む

14 IOYR4/4 褐色 粘 性 小 締 ま り 密 炭 化 粒 を 少 量 含 む 砂 質土

15 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒、小礫を含む

1 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒をまばらに含む

2 I OYR4/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR2/2 黒褐色 粘性なし 締まり密焼土粒を少景含む

4 I OYR4/4 褐色粘性なし 締まり密 炭化材、焼土粒を少呈含む

5 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密焼土粒を少量含む

6 I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密焼土粒を少凪含む

7 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を少量含む

8 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密焼土粒を少量含む黄土混入

9 IOYR2/I 黒色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を少量黄土混入

IO I OYR4/ 4 褐色粘性小締まり密炭化材．焼土粒を含む

11 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

12 IOYRS/4 にぷい黄褐色 粘性大締まりやや密炭化粒を含む

13 IOYR2/I 黒色 粘性大締まり粗焼土粒を少量含む

， 
C -L-35.200- C 

量冒

｀
／
 

)
 i
 
ぷ

328668 

100
28 

＝＝ 
X
Y
 

＋
 

+ X=-ll)(l.322 
Y- 28,662 

X=-100.324 
Y= 28.660 + 十

X=-100.324 
Y- 28.662 

d- L-35.200 -d' 

＋ 
x--100.331 
Y- 28.668 

l IDYR1/1 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒を含む

2 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

3 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密黄土を少量含む

4 I OYR3/4 暗褐色 粘性小締ま り密炭化粒，焼士粒を含む l I OYR4/3 にぷい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR2/3 黒褐色粘性やや大締まり密 炭化材，焼土粒を含む 2 I OYR;/g 黄褐色粘性なし 締まり密 炭化粒，焼土粒を含む

6 I OYR;/6 黄褐色 粘性やや小締まりやや密炭化材、焼士粒を含む 3 I OYR3/4 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒を含む

7 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや大締まりやや密炭化粒，焼土粒を含む

8 I OYR4/6 褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒を含む

9 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まりやや密砂質土

第23図土坑跡 (ll) 
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SK2090土坑 （第24図写真図版22、57)

長軸が南北に67cm、短軸59cm、検出面からの深さ 17cmほどの方形状の土坑である。埋土は3層か

ら構成され、炭化粒や焼土粒が混入する。底面はフラットではない。埋土断面図中の3層から須恵器

の坪2点(49、50)が出土している。49は推定口径13.6cm、推定底径7.8cm、器高2.8cmを計測する。

胎土に石英、小礫を含み焼成は比較的良好である。内外面とも黄灰色で、回転ヘラ切りによって切り

離されている。50は推定口径18.0cm、現存高4.3cmを計測する破片である。胎土は緻密で砂礫の混入

が観察できる 。焼成は良好で内外面とも灰黄色である。
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＋
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＝
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a - L=35 ・ 200 -a' 

髯

X=-100.315 
Y= 28.672 

十
,
C
 

＼
 

◎
 

＇ ，
 

c
 

（
 

（
 c

 

+ X=-100.316 
Y- 28.672 

I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密炭化物、焼土プロックを含む
1 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、黄土を含む

I OYR5/6 黄褐色粘性な し 締まり密炭化粒を含む
2 I OYR5/6 黄褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR4/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

＋ 

C- L-35.200 -c' 

量X=-100.316 
Y= 28.674 

x--100.321 
Y= 28.664 + 

X=-100.322 
Y= 28.664 + 

□三
x--100.348 
Y= 28.698 + 

W
子＇ b - L-35 200 -b' 

3 2 

+ 1：雷：i;冒
b 

＿＿—-三
¢でお 49 

ヽ、9へ． ：予完•'贔
炉；•己：ノ

X=-100.350 
Y= 28.698+ ＋ 

L= 35 ・ 000, 
e - -e 

4 量

I OYR2/3 黒褐色粘性な し 締まり密 炭化粒｀焼土粒を含む

I OYR5/4 にぶい黄褐色 粘性なし 締まり密焼士粒を含む

I OYR4/6 褐色粘性なし締まり密炭化粒を含む土器あり

x--100.326 
Y- 28.675 

＋ 

d
 

d- L=36 ・ 300 -d' 

10 

12 

13 

獅
18 

x--100.J50 
Y- 28.700 

1

2

3

4

 

[

1

8

9

 

I OYR5/3 にぷい黄褐色粘性なし 締まり密焼土粒を含む

I OYR5/l Iこぷい貸褐色 粘性なし 締まり密 炭化粒、焼士粒を含む

I OYR3/1 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

I OYRJ/6 褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I OYRJ/6 褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

I OYR5/6 黄褐色 粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

I OYR6/6 明黄褐色粘性やや小締まりやや密 炭化粒｀焼土粒を含む

I OYR5/6 黄褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

I OYR3/2 黒褐色粘性大締まり密炭化粒．焼土粒を含む

十
x--100.328 
Y- 28.674 

1 IOYR2/2 黒褐色 粘性な し 締まり 密焼士粒をまばらに含む

2 I OYRZ/3 黒褐色粘性な し 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

3 IOYR3/4 暗褐色粘性なし 締まり密 炭化粒｀焼土粒を含む

4 I OYRZ/2 黒褐 色 粘 性 な し 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYRZ/2 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYRZ/2 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYRZ/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

8 l OYR4/6 褐色粘性なし 締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

9 IOYR3/4 暗褐色粘性やや小 締まり密焼土粒を含む

10 IOYR4/4 褐色粘性なし締まり密焼土粒を含む

I I I OYR3/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

12 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I 3 I OYR4/6 褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を少量含む

14 I OYR5/6 黄褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

I 5 IOYRI. i/1 黒色粘性小締まり密炭化粒焼土粒を含む

16 IOYRZ/2 黒褐 色 粘 性 やや大締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

Ii I OYRZ/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密 炭化粒、焼土粒を含む

I 8 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや大締まりやや密焼土粒を含む

I 9 I OYRZ/3 黒褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

20 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化材、焼土粒を含む

21 IOYR4/4 褐色 粘性やや小 締まり密 炭化材、焼土粒を含む

21 iOYRZ/3 黒褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒、黄土を含む

I OYR4/6 褐 色 粘 性 小 締 ま り や や 密 炭 化 粒 を 少 量 含 む 砂 質土23 
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/‘ 
L-35.200, 

a- -a 
x--100.321 
Y= 28.668 + 

＋ 
x--100.J22 
Y- 28.670 

乙

＋炉ーII)() 久／ご言

Y二：
b― L-35.300 

SK2094 SK2095 

l 5 

1 4 

18 

8 13 j I 12 

- b' 

-L 
, X=-100.321 
I Y= 28.691 

I I OYR3/2 黒褐色粘性な し 締まり密焼土粒を含む

2 I OYR3/3 暗褐色粘性なし締まり密焼土粒を含む

3 JOYR5/4 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密 炭化粒｀焼土粒を含む

4 I OYR5/6 黄褐色 粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR4/6 褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼士粒を含む

6 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

8 I OYR4/6 褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

I I OYRZ/3 黒褐色粘性なし 締まり密焼土粒を含む

2 I OYR5/2 灰黄褐色 粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

3 I OYR3/3 I音褐色 粘性な し 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

4 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

5 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR2/2 黒褐色 粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

8 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

9 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

IO I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

11 10YR4/4 褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

12 IOYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

13 1 OYR4/3 にぷい黄褐色 粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

14 10YR3/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

15 IOYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化材を含む

16 1 OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化材、焼土粒を含む

1 i 10YR3/4 暗褐色粘性やや大締まり密 炭化材を含む焼土粒を少量含む

18 1 OYR4/6 褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒を含む焼土粒を少蘇含む

X=-100.316 
千 Y= 28.672 C ＇ — L-35.200 - C 

X=-100.317 , 
Y= 28.671 ＋ )＼贔冒鯛

l I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化物、炭化粒，黄色土を含む

2 IOYR3/4 暗褐色粘性な し 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む黄色土をまばらに含む

3 JOYR4/4 褐色粘性小締ま り密焼土粒、炭化粒を含む
＋炉ーl()(I．318

Y= 28.672 

+ X=-100.314 
Y= 28.667 ＋

 X=-100.314 
Y= 28.669 

／べ＼砂
, SK◎ ¥ 

ぷ賃竺／
千

x--100.316 
Y- 28.667 

I I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR2/2 黒褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密焼土粒を含む

5 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密焼土粒．黄土を含む

d - L=36.300 -d' 6 IOYR2/2 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒．黄土を含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密焼土粒を含む

8 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

9 I OYR5/8 黄褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

11 10 IOYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

12 11 IOYR4/4 褐色粘性小締まり密焼土粒を少量含む

12 IOYR3/4 J音褐色粘性小 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

I 3 I OYR4/6 褐色 粘性小締まりやや密 炭化粒．焼土粒を含む

14 IOYR2/2 黒褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

15 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密焼土粒を含む

16 I OYR3/2 黒褐色粘性小 締まり密焼土粒を含む

17 I OYR3/2 黒褐色粘性小締まり密焼土粒を含む

10 14 16 17 

第25図土坑跡 (13)
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+ x=-100.318 
Y= 28.666 

8
 ，
 

20 
k
 s
 

ー

a

：口a

a — L-35.200 —a' 

4

6

8

0

 

＋ ＋ 

I IOYR4/4 褐色粘性なし 締まり密 炭化材、焼土プロックを含む

2 I OYR3/3 暗褐色 粘性なし 締まり密 炭化材、焼土粒、黄土を含む

3 I OYRS/4 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

4 IOYR3/4 暗褐色 粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を少量含む

5 I OYRS/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を少曼含む

6 I OYR4/3 Iこぶい黄褐色 粘性なし 締まり密 焼土粒を少量含む

7 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化材、焼土プロックを含む

8 I OYRS/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒を少量含む

9 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まりやや密焼土粒を少量含む

IO I OYR4/6 褐色粘性小締まりやや密

b
T
 

X=-100.320 
Y= 28.6ぉ＋

+ X=-100,319 
Y- 28.667 

:ib 
320
臨

＋
 IOO

狐
＝＝ 

X
Y
 

X=-100.321 
Y= 28.665 

＋ 

＋ 
X=-100.320 
Y= 28.668 十 X=-100.322

Y- 28.666 

b- L=35.200 - b' C - L=35.200 -c' 

言
I ¥OYR5/4 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒，焼土粒を含む I ¥OYR5/4 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土プロックを含む

2 I OYR5/6 黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒，焼土粒を含む

3 I OYRl/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR5/6 黄褐色粘性なし 締まり密 炭化材、焼土粒を含む

＋ 
x--100.320 
Y- 28.664 

L=35.200 -d'I 

言言曇］

I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密炭化材．焼土粒を含む

I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

I OYR3/3 暗褐色粘性なし締まり密炭化材、焼土プロックを含む

e
T

□
e
 

+

10028 

―――― x
y
 

＋ 
X=-100.318 
Y- 28.660 

e — L=36.300 - e' 

5二 ：

I I OYR4/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密炭化材、焼土粒を含む

2 I OYRS/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化材、焼土粒を含む

4 IOYR3/J 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土プロックを含む

5 IDYR3/J 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 IDYR2/I 黒色粘性なし 焼土粒を少量含む黄土を含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性なし締まり密炭化材を含む

8 I OYRS/2 黄褐色粘性なし締まり密炭化材を含む

第26図土坑跡 (14)
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X=-100.348 
Y- 28.652 

＋ 

＋ 
X=-100.350 
Y= 28.652 

＋ 
X＝ー］00.320
Y= 28.678 

，
 

l
a
 

＋ 
X=-100.348 
Y= 28.654 

a― 

ー

2

l

l

 

14 

L-36.300 

15 

00.320 
28．淘

b一 L-35.200 一

曇

I IOYR4/3 Iこぶい黄褐色粘性な し 締まり密焼土粒を含む

2 I OYR4/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密炭化材．焼士粒を含む

―a'3 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

4 I OYR5/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

5 IOYR6/4 にぷい黄橙色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

6 I OYR4/6 褐色粘性なし締まり密炭化粒．焼土粒を含む

7 I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

8 IOYR3/3 暗褐色粘性なし締まり密炭化粒．焼土粒を含む

9 IOYR3/4 暗褐色粘性なし締まり密炭化粒．焼土粒を含む

10 IOYR4/4 褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

11 IOYR5/6 漬褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

12 IOYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

13 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

14 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

I 5 I Ol'R3/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I 6 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

JOYR3/2 黒褐色粘性なし 締まり密焼土粒．炭化粒を含む黄土をまばらに含む

X=-100.318 
Y= 28.673 

十

1 IOYRI. 7/1 黒色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

c- L-35.200 —c' 2 IOYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密焼土粒を少量含む

c、三〗
入し

＋ 
X=-100.330 
Y= 28.670 L-35.200 

d- 一d'
d
マー

冒
十 X=-100.332

Y- 28.670 ＋ 
X=-100.332 
Y= 28.672 

+ X=-100.318 
Y- 28.668 

X=-100.318 
Y= 28.675 

＋ 

5疇

L-35.200 
e― ―e l I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を少量含む

旦

3 ¥OYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR4/6 褐色粘性小締まりやや密 炭化粒｀焼土粒を含む

5 I OYR2/1 黒色粘性小締まりやや密 炭化粒、黄褐色土を含む

6 I OYR5/8 黄褐色土粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を少量含む

I I OYR2/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

2 JOY応／2 灰黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒を含む

3 I OYR6/6 明黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む（黒色土あり）

4 I OYR5/6 黄褐色 粘性小締まり密 炭化粒．焼土粒を含む（黒色土あり）

2 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

3 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む焼土粒を少量含む

4 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

5 I OYR5/6 黄褐色 粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

X=-100.320 
千 Y= 28恥8

+ X=-100.320 
Y- 28.670 

第27図土坑跡 (15)
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+ x=-100.32l 
Y= 28.662 a — L -36.300―a' 

+ 
x--100.322 
Y- 28.661 口

＋ 
X=-100.322 
Y= 28.663 

I I OYR1/1 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR1/3 黒褐色粘性やや大締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR3/2 黒褐色粘性大締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR3/4 暗褐色 粘性大締まり密炭化粒、焼土粒を少最含む

5 I OYR3/3 暗褐色粘性やや大 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYR1/2 黒褐色粘性やや大締まり密 炭化粒、焼士粒を含む

7 JOYR3/l 暗褐色粘性大締まり密炭化粒を含む

8 IOYR3/l 暗褐色粘性やや大締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

9 I OYR3/3 暗褐色粘性大締ま りやや密 炭化粒，焼土粒を含む

b- L=35 ・ OOO 

＋
 x--100.354 

Y- 28.715 

＋ 
X=-100.320 
Y- 28.644 

＋ 
X=-100.322 
Y= 28.644 

＼
ロ

b

T

/

口l
b

＋ 
x--100_354 
Y- 28.717 

k
l
l
 

c
 

S
2
 

1

1
Ljー

ー

ー

ー

＇ー
＿

，＇
し

J
A'
’/9

}
 

＋ 
X=-100.322 
Y= 28.646 

L-35.100 
C 

， 
- -c 

6 

第28図

1 I OYR5/3 にぷい黄褐色粘性なし 締まり密焼土粒、礫を含む

―-b'2  IDYR5/4 にぷい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR6/6 明黄褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

4 I DYR4/3 にぷい黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 I O¥'R4/4 褐 色 粘 性 なし 締まり密炭化粒、焼士粒を含む

7 I OYR5/6 黄褐色 粘性やや小 締 ま り 密 炭化粒、焼土粒を少曼含む

8 IOYR3/4 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒を含む

9 I OYR4/6 褐 色 粘 性 なし 締まりやや密炭化粒を含む

IO I DYR5/6 黄褐色粘性な し 締まり密炭化粒を含む

4

5

6

7

 

I I OYR1/I 黒色粘性なし 締まり密焼土粒を含む

2 I OYR3/1 黒褐色粘性なし 締まり密焼土粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色粘性な し 締まり密炭化材｀焼土粒を含む

I OYR5/6 黄褐色粘性な し 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I OYR5/8 黄褐色粘性やや小締まり密 炭化材、焼土粒を含む

I OYR3/3 暗褐色粘性小締ま り密炭化材、焼土粒を含む

I OYR6/8 明黄褐色粘性やや大 締まりやや密 炭化粒、焼土プロックを含む

土坑跡 (16)

SK 2 l l 3土坑 （第29図 写真図版28、98)

長軸1.4m、短軸1.12m、検出面からの深さ28cmほどの長方形状の士坑である。SK2090土坑と重複

し、本遺構のほうが古い。遺構の壁面は撹乱によって所々壊されている。埋土は2層からなり上層に

黒褐色土、下層に暗褐色土が堆積する。両層には炭化材、焼土ブロックが含まれている。

遺物は土師器の甕 (51)、須恵器の坪 (52)が出土している。51は推定口径16.1cm、現存高5.3cm

の口縁部から体部にかけての破片である。内外面とも橙色で胎土には直径0.5-2mm程度の砂礫が混入

する。焼成は悪くロクロで成形されている。52は推定口径13.6cm、推定底径7.4cm、器高4.2cmの破

片である 。外面は黄灰色で内面は灰黄色である。焼成はそれほど良くない。

は回転ヘラ切りで切り離される 。

ロクロで成形され、底部
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十 ~~-100.320
y~ 28.664 

+ x=-100.320 
Y= 28,666 

a — L-35 .200 — a' 

1 I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化材、焼土プロックを含む

2 IOYR3/4 暗褐色 粘性なし 締まり密 炭化材、焼土プロックを含む

—ーロ ［
ー5
 

ー

1
ー

＋ 
x--100.316 
Y- 28.666 

SK2114 

X=-100.334 
Y= 28.691 + 

X=-100.335 _J 

Y= 28.690 千

＋ 
x--100.316 
Y- 28.669 

L-35.200 
I I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

b - -b' 2 I OYR5/6 黄褐色粘性なし締まり密炭化粒を含む

1 2 3 !OYR5/8 黄褐色粘性なし締まり密炭化粒を含む

I OYR3/3 暗褐色粘性やや大締まりやや密

5 I OYR3/4 暗褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒｀焼土粒を含む

6 I OYR3/l 黒褐色粘性大締まりやや密炭化材、焼土粒を含む

7 I OYR5/8 黄褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

8 IOYR4/4 褐色粘性やや大締まりやや密 炭化材、焼土粒を含む

9 I OYR5/6 褐色粘性大締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

L=35.300 
C ’ - -c 

冒335692 

10028 

＝
＝
 

X
Y
 

＋
 

1 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密焼士粒を含む

2 I OYR5/6 黄褐色 粘性小締まりやや密 炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR3/4 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼士粒を含む

5 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

d - L-35.900 - d' 

+ X=-］00,312 
Y= 28.675 

67ニ
紅＼／／〗／

ノぷ

＋炉ー］00.314
Y= 28.672 

十 ~=- 100.3 14
Y= 28.675 

I IOYR4/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒｀黄土を含む

3 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密焼土粒を含む

4 I OYR4/3 にぷい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を少景含む

6 IDYR4/4 褐色 粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を少量含む

7 I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒、黄土を含む

第29図土坑跡 (17)

- 33 -



，
 `
 

，
 十 X=-100.318

Y= 28.662 

7
 

k
ー

S
2
1
 + x=-100.320 

Y= 28.662 

+ X=-100.318 
Y= 28.664 

X=-100.332 
Y= 28.687 

寸―

SK2118 

+ X=-100.334 
Y= 28.688 

+ ~=-111)321 
Y= 28.678 

百̀C二＼
＼口／

L-35.200 
a ＇ - --a 

冒
1 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密焼土粒を含む

2 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

3 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

7 I OYRS/8 黄褐色粘性小締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

b — 

+ X=-100.322 
Y- 28.679 

L-35.200 - b' 

6 低ミニニ~9
12 

c―L =35.200―c' 

I IOYR2/2 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYRJ/3 暗褐色粘性なし締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 IOYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり 炭化粒、焼土プロ ックを含む

4 I OYRJ/3 暗褐色粘性小締まり密焼土粒を少量含む

5 I OYR2/3 黒褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

6 IOYRJ/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を少量含む

7 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土プロ ックを含む

8 I OYR3/3 暗褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

9 IOYRJ/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

10 !OYRJ/3 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I I !OYR4/4 褐色粘性大締まりやや密炭化粒を含む砂質土

12 I OYR5/6 黄褐色粘性大締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

I I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

2 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

3 I OYR4/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR5/8 黄褐色 粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

6 IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼士粒を含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

8 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

9 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

IO I OYR2/3 黒褐色粘性小締まりやや密炭化粒．焼士粒を含む

11 i. 5YR5/8 明褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

12 i. 5YR5/6 明褐色粘性大締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

I 3 I OYR4/6 粘性大 締まりやや密 炭化粒、焼士粒を含む

3678 

3

6

 

00
28 

+
T
 

＝＝ 
x
y
 

＋ 
X=-100.338 
Y- 28.67s 

＋ 
X=-]00.336 
Y- 28.680 

迄-

十
x--100.338 
Y- 28.680 

d -- L =35.200 --d' 

2082 

I I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYRS/8 黄 褐 色 粘 性小 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 JOYRS/4 褐 色 粘 性 小 締 ま り 密 炭 化 粒 、 焼土粒を含む

6 JOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

7 I OYR6/8 明黄褐色 粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

第30図土坑跡 (18)
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+ x=-100.336 
Y= 28.695 

三-a

a — L=35.200—a 
, I I OYR6/3 にぷい黄橙色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR5/4 にぷい黄褐色粘性なし 締まり密炭化位焼土粒を含む

3 I OYR5/6 貧褐色粘性やや小締まり密焼土粒を含む

4 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まりやや密

5 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密焼土粒を少量含む

6 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を少量含む

＋・X=-100.3絡 X=-100.3絡
Y= 28.696 + Y= 28.698 

7 I OYR3/4 暗褐色粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を少量含む

X=-100.300 
Y= 28.660 + 

X=-100.329 
y= 28.694 + 

c — 

+ X=-100.302 
Y- 28.660 

L-34.600 

I IOYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

L =34.90I) 2 I OYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を少量含む

b- -b' 3 I OYRJ/3 暗褐色粘性やや,Jヽ 締まり密焼土粒を少量含む

+ X=-100.329 
Y- 28.696 

+ X=-100.332 
Y= 28.696 

4 I OYRJ/3 •音褐色粘性やや小締まり密焼土粒を少量含む

5 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密焼土粒を少量含む

6 I OYR4/3 Iこぶい黄褐色 粘性小締まりやや密 焼土粒を少量含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

8 !Ol'RJ/1 黒褐色粘性大締まりやや密焼土粒を含む

9 I OYR5/6 黄褐色粘性大締まり密炭化粒．焼土粒を含む

1 JOYR4/4 褐色粘性なし締まり密炭化粒．焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性な し 締まり密炭化粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色 粘性なし 締まり密炭化粒を含む焼土粒を少量含む

4 IOYR4/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

5 IOYRl/6 褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

6 I OYR3/3 暗褐色 粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

8 IOYR5/4 にぷい黄褐色 粘性なし 締まりやや密 炭化粒．焼土粒を含む

9 I OYRl/4 褐色粘性なし 締まり 密炭化物． 焼土粒をまばらに含む

10 JOYR5/） 褐灰色粘性大締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

11 IOYRl/) 褐灰色 粘性やや大締まり密

12 IOYR4/2 灰黄褐色粘性やや大締まり密炭化粒をまばらに含む

I JOYR4/3 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密炭化材を含む焼土粒を少量含む

2 IOYR4/4 褐色粘性なし 締まり密炭化粒を含む

―C 3 I OYR4/6 褐色粘性なし 締まり密炭化材を含む焼土粒を少量含む

4 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を少量含む

5 JOYR4/4 褐色粘性やや小締まりやや密焼土粒を少量含む

6 IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

7 I OYR4/6 褐色粘性なし締まり密炭化粒を含む

8 IOYR5/4 にぶい黄褐色粘性大締まりやや密炭化材を含む

第31図土坑跡 (19)
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+ X=-100.318 
Y- 28.652 

a
 

＋ 
X=-lll(),318 
Y- 28.654 

a - L=35.200 - a' 

ニ疇二
I I OYR4/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

2 ¥OYR3/4 暗褐色粘性なし締まり密炭化粒を含む

3 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化粒を含む

/
Y
'
 a

 

十
X=-100.320 
Y- 28.654 

十
x--100.32s 
Y- 28.658 

I IOYR3/3 暗褐色粘性なし 締 ま り 密 炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや小締まり密炭化材、焼土粒を含む

3 I OYR4/6 褐色 粘性やや小締ま り密炭化粒、焼土粒を含む

4 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

b―L-35.200-b' 5 !OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

6
/
 

+ 9:-1塁i;!8起 疇39

14 JO + X=-100.327 
Y- 28.658 

6 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒をまばらに含む

7 I OYR3/3 暗褐色粘性小締ま り密炭化粒、焼土粒を含む

8 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

9 I OYR4/6 褐色 粘性やや小締ま り密炭化粒、焼土粒を含む

IO I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化材、焼土粒を含む

11 IOYR3/4 暗褐色粘性やや小締まり密炭化材．焼土粒を含む

12 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

I 3 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒をまばらに含む

14 IOYR4/4 褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む砂質土

十 X=-100,323
Y= 28,660 c — 

§:`>
T SK2128 
c' 

十
x--100.124 
Y- 28.661 

l I OYR3/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

- c'2 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR3/2 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR3/3 暗褐色 粘性やや大締まりやや密炭化粒｀焼土粒を少最含む

6 I OYR4/4 褐色粘性小締まりやや密炭化材、焼土粒を含む

7 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密炭化材｀焼土粒を含む

8 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む焼土粒を少量含む

9 IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒を少量含む砂質土

+ X=-100.333 
Y- 28.648 

d 
L-35.200 

- - d' 

＋
 

さ＠
3
3
4
6
4
7
S
K
⑫
 

10028 
―――― 

＋
 x

y
 

X=-100,334 
Y- 28.649 

1 IOYR2/2 黒褐色粘性なし 炭化粒、焼土粒を含む

2 IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒｀焼土粒を少員含む

3 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密焼土粒を含む

4 I OYR2/2 黒褐色 粘性やや小締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

第32図土坑跡 (20)
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X=-100.308 
Y= 28.672 

x--100.308 
Y- 28.674 

/ a←□a+ 

x--100.309 
Y- 28.672 

I IOYR2/2 黒褐色粘性な し 締まり密炭化粒、焼土粒をまばらに含む

2 I OYR5/8 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

3 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

a — L= 34. 400 —a 
' 4 I OYRJ/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

5 I OYRJ/2 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYRJ/2 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

7 8 IOYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

9 I OYR5/4 にぶい黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

IO I OYR6/6 明黄褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

11 1 OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

12 1 OYR5/4 にぷい黄褐色 粘性小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

13 10YR5/4 にぶい黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

14 IOYR5/4 Iこぶい黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5
6
1
0
 

13 14 12 

...LX=-100.268 
I Y= 28,644 

b 
L -34.900 _ I !OYR!. 7/1 黒色粘性なし締まり密焼土粒を少員含む
- - b' 

2 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒をまばらに含む

3 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR5/8 黄褐色粘性やや大締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒｀焼土粒を含む

7 I OYR6/8 明黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

＋ 
X=-100.300 
Y= 28.656 

十 X=-100,302
Y- 28.656 

L-35.200 
C ＇ - -c 

冒

I I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 IOYR3/4 暗褐色粘性小 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR5/6 黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まり密 炭化粒を含む

5 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYR3/4 暗褐色粘性やや大締まり密炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性やや大締まり密炭化粒、焼土粒を含む

8 IOYR2/2 黒褐色 粘性大締まりやや密炭化粒．焼士粒を含む

＋ 
X=-100.318 
Y= 28.664 

さ`さ

l I OYRJ/3 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR2/3 黒褐色粘性小 締ま り密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYRJ/3 暗褐色粘性小締ま り密 炭化粒、焼土粒を含む
L=35 200 , 

d - -d  5 10YR2/3 黒褐色粘性小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む黄土をまばらに含む

6 I OYRS/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYRJ/3 暗褐色 粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む
4 

7 

8 
JO 

：；藝 ］2 I 0 

11 

8 IOYR3/4 暗褐色粘性やや大締まりやや密炭化材、焼土粒を含む

1, 9 I OYR3/3 暗褐色粘性やや大 締まりやや密炭化材、焼士粒を含む

IOYR2/2 黒褐色粘性大締まりやや密焼土粒を含む

IOYR3/2 黒褐色 粘性やや大締まりやや密炭化粒．焼土粒を含む

十
x--100.320 
Y- 27.664 

+ X=-100,320 
Y= 28.666 

12 I OYR2/3 黒褐色粘性大締まり密炭化材、焼土粒を含む

13 !OYR2/2 黒褐色粘性大締まり密炭化材｀焼土粒を含む

14 IOYR4/6 褐色粘性中締まりやや密炭化粒を含む

I 5 IDYR4/4 褐色粘性大締まり密炭化材、焼土粒を含む

I 6 IOYR3/4 暗褐色粘性やや大締まり密炭化材を含む砂質土

第33図土坑跡 (21)
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二
讐

為
53

ロ創こ
L=35.200 

X=-100,313 . b - -b' 
Y= 28.669 十

4 □□ 
や誓儡十ご69に―1塁儡 6

1 I OYRS/3 にぶい貧褐色粘性なし 綿まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR3/2 黒褐色粘性やや小締まり密焼土粒をまばらに含む

4 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

5 IOYRS/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 I OYR5/8 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

7 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

8 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

9 I OYRS/8 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

10 IOYR2/3 黒褐色粘性やや大締まり密

11 I OYR4/6 褐色粘性やや大締まり密炭化粒を含む

I 7. SYRS/6 明褐色粘性なし 締まり密炭化材．焼土プロ ックを含む

2 IOYR3/3 暗褐色粘性やや小 締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

3 IOYR4/3 にぶい黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼士粒を含む

5 I OYRS/6 黄褐色粘性中締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

6 I OYRS/6 黄褐色粘性中締まり密炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYRS/2 灰黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

X=-100,313, 
Y=-28,614 T 

L-35.200 
C 

， 
- - c 

X=-100,314 
Y= 28,676+ 

三K213:
X=-100,314 
Y= 28,676 

1 I OYR5/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、黄褐色土を含む

2 I OYR7/3 にぷい黄橙色粘性なし 締まり密 炭化粒、焼土粒を少量含む

3 IOYR3/3 隋褐色粘性なし 締まり密炭化粒、褐色土を含む

掘 りすぎ

x--100.316 
Y= 28.680 + 

X=-100,318 
Y= 28.680 + 

+ x=-100,320 
Y= 28.674 

e□〗
JO 

+ x=-100.322 
Y= 228.674 

¥

『／
忍

さ
ぺ□〗

d - L=34.400 ―d' 

1 I OYR3/I 黒褐色粘性小締まり密焼土粒を少量含む褐色土混入

2 !OYR2/2 黒褐色粘性小綿まり密焼土粒を含む褐色土混入

+ X=-100.318 3 10YR2/1 黒色粘性やや！lヽ 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む褐色土をまばらに含む
Y= 28,682 

十 X=-100,322
Y= 28,676 

I IOYR3/4 暗褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

2 IOYR3/3 隋褐色粘性やや小締まり密炭化材．焼土粒を含む

3 IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

e一 L=34.200―e
' 4 IOYR4/3 Iこぷい黄褐色粘性やや小綿まり密 炭化粒、焼土粒をまばらに含む

5 I OYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

6 IOYR5/6 黄褐色粘性小綿まり密炭化粒．焼土粒を含む

7 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒．焼土粒を少量含む

8 I OYR3/3 隋褐色粘性小締まりやや密炭化粒、焼土粒を含む

9 IOYR4/6 褐色粘性やや大綿まり密炭化粒．焼土粒を含む

10 IOYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

II IOYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

12 IOYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

第34図土坑跡 (22)
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X =-100.300 
Y= 28.656 + 

a―L=35. 11)0 - a' 

I IOYR2/I 黒色粘性やや小締まり密焼土粒を少量含む

~ I OYR3/3 暗褐色 粘性やや小締まり密焼土粒を少曇含む

2

3

 

3 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密

4 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まり密

5 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

0256 

3

6

 

10028 

=
=
 

十
―

X
Y
 

2

8

 

3065 

10028 

＝
＝
 

+
-X

Y
 

, X =-100.310 
千• Y= 28.670 

X =-100.312 
y= 28669 + 

2
1
 

1
7
 

3

6

 

．． 
0

8

 

0

2

 

=-＝ 

十

一X
Y
 

1 IOYR5/4 にぷい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒を含む

2 I OYR2/3 黒褐色粘性やや小締まり密焼土粒を含む

3 IOYR3/4 暗褐色粘性やや小締まり密炭化材を少量含む

4 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

b — L-34. 900 - b' 5 I OYR4/6 褐色粘性中締まり密炭化粒，焼土粒を少呈含む

6 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

7 I OYR3/3 暗褐色粘性やや小締まり密炭化粒，焼土粒を少量含む

8 IOYR4/4 褐色粘性小締まり密炭化粒を少量含む

9 I OYR4/6 褐色粘性中締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

IO I OYR5/6 黄 褐 色 粘 性9)ヽ 締まり密炭化粒を含む

11 I OYR4/6 褐色粘性中締まり密炭化粒を含む

11 

第35図土坑跡 (23)

SK2141土坑（第36図写真図版36、58)

長軸1.40m、短軸0.93m、検出面からの深さ17cmほどの不整形な浅い土坑である。遺構の西側は柱

穴状土坑に破壊されている。埋土は大別すると黄褐色土と黒褐色土の層からなり、それぞれ2層ずつ

分層でき、 4層からの埋土で構成される。全ての層に炭化材や焼土粒の混入が観察できる。遺物は埋

土から須恵系土器杯 (54)、土師器杯 (55)が出土している。

54は推定底径4.5cm、現存高2.1cmを計測し、内外面とも橙色である。胎土は緻密で、焼成は悪い。

内外面ともロクロ成形と思われるが、摩滅が著しくはっきりとしない。また、底部の切り離しも回転

糸切りと思われるが、摩滅のためはっきりとしない。 55は推定口径15.0cm、現存高3.4cmを計測する。

外面は浅黄橙色で内面は黒色処理がされる。胎土は緻密で焼成は普通である。ロクロ成形後内面にミ

ガキ調整が施される。

＋ 
X --100.314 
Y- 28.670 

X =-100.315 
Y= 28.66, ＋ cc 

+ x=-］1)0.316 
Y= 28.670 

c - L-35.200 - c' 

1麟攣

¥ ¥4II 

I I OYR5/8 黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

2 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

3 I OYR3/1 黒褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR1/1 黒褐色 粘性やや小締まりやや密炭化材焼土プロックを含む

□ ‘‘ 

第36図土坑跡 (24)
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＋ 
x--100.302 
Y- 28.692 

2̀ + x=-IOO.304 
Y= 28.672 

L=34.200 
a — ＇ —a 

1 7. 5Y4/l 灰色粘性やや小締まりやや密 赤褐色土を含む

2 7.5Y4/2 灰オリープ色 粘性やや大 締まりやや密 赤褐色土をまばらに含む

3 7. 5Y3/l オリープ黒色 粘性中 締ま りやや密 赤褐色土を少量含む

4 7. 5Y3/l オリープ黒色粘性小締まり密 赤褐色土を少量含む

5 7. 5Y5/I 灰色粘性やや大締まりやや密 赤褐色土粒を少量含む

6 7. 5Y4/l 灰色粘性やや小締まり密 赤褐色士粒を含む

7 7. 5Y3/l オリープ黒色粘性小締ま り密赤褐色土を含む

8 7.5Y4/l 灰色粘性やや小 締ま りやや密 赤褐色土をまばら に含む

9 7. 5Y2/l 黒色 粘性中 締まりやや密 赤褐色土をまばらに含む

10 7. 5Y3/i オリープ黒色 粘性小締まり密 赤褐色土粒をまばらに含む

第37図土坑跡 (25)

SK 2 l 4 3土坑 （第38、39図写真図版37、58)

直径63cmほどの円形の土坑である。SK2160土坑と重複し、本土坑のほうが新しい。埋土は6層から

構成されるが、そのすべてに炭化粒、焼土粒が混入する。遺物はすべて埋土からの出土である。

56は土師器の杯である。口径14.8cm、底径5.1cm、器高5.2cmを計測する。胎土はやや緻密で焼成

は非常に悪い。外面はにぶい橙色で内面は灰黄褐色である。ロクロ成形がなされている。内外面とも

焼成が悪いため器壁が剥がれ落ちている部分がある。内面は特にひどい。外面底部もまた器面荒れが

激しく切り離し方はわからない。57は土師器の杯である。推定口径12.6cm、推定底径7.4cm、現存高

4.4cmを計測する。胎土はやや緻密で焼成はや非常に悪い。外面はにぶい黄橙色で内面は器面が剥げ

落ち灰白色である。内外面ともロクロ成形であるが、底部外面は器面荒れのため切離し方は不明であ

る。58は土師器の坪である。口径14.8cm、底径5.1cm、器高4.7cmを計測する。胎土はやや緻密で焼

成は比較的悪い。外面は橙色で内面は黒色処理がなされる。ロクロ成形で、内面にはミガキが施され

る。外面底部は回転糸切り痕が残る。59は土師器の杯である。推定口径14.6cm、現存高4.2cmの底部

が欠損する破片である。胎土は緻密で焼成はやや良い。外面は橙色で内面はにぶい橙色である。黒色

処理は剥落している。60もロクロ成形された土師器の杯である。口径14.0cm、底径5.2cm、器高

4.6cmを計測する。胎土は比較的緻密で、砂礫、石英をまばらに含む。焼成はやや良好。外面はにぶ

い黄橙色で内面は黒色処理がなされミガキ調整が施される。回転糸切である。61はロクロ成形された

土師器の杯である。口径14.3cm、底径4.6cm、器高4.6cmを計測する。胎土は比較的緻密で、石英が

少量混入する。焼成はやや悪い。外面はにぶい黄橙色で内面は黒色処理がなされ、 ミガキ調整が施さ

れている。回転糸切りである。

+ X=-100,280 
Y= 28.650 

+ x=-100,280 
Y= 28.652 

282652 

0028 

+
T
 

―――― X
Y
 

a
 

a - L=35.000 -a' 
1 I OYR6/6 明黄褐色粘性な し 締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小 締まり密 炭化粒，焼士粒を含む

3 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密 炭化流、焼土粒を含む

4 I OYR5/6 黄褐色粘性小締ま り密炭化粒，焼土粒を含む

5 I OYR2/2 黒褐色粘性小 締ま り密 炭化材，焼土プロック を含む

6 IOYR3/l 黒褐色 粘性中 締まり密炭化材、焼土プロックを含む

5 4 

第38図土坑跡 (26)
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---― 亨三―-コ --/ \ — - - - -［云奎睾謬 •

—_—_ -- 56 ミニに~7 ＼三」三

二 ／ ニロ 60 

58 

・ •. •. . ・ •. ・ • . ・ •. • 
- - -.．．：  ・ : 

-- - 61 

x--100.294 
Y- 28.656 

＋ 

L=35.000 
a ＇ - - a 

+ x=-100.295 
y ~ 28.656 

ー瓢讐

2

4

 
295659 

10028 

＝＝ 
X
Y
 

十

X=-100.299 X=-100.299 
Y= 28.670 Y= 28.671 

+ + b-L=36.300- b' 

I I OYR;/4 Iごぶい黄褐色粘性なし 締まり密 炭化粒を含む

2 IOYR2/l 黒色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR4/4 褐色粘性なし 締まり密焼土粒を含む

4 !OYR2/l 黒色粘性小締まり密炭化粒を含む

5 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

6 IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性中締まり密炭化粒を含む

8 I OYR4/6 褐色粘性中締まり密炭化粒を含む

9 IOYR!. 7/1 黒色粘性大締まりやや密炭化粒を含む

十 炉ー1()()．282
Y- 28.652 ＋ 

X=-100.282 
Y= 28.654 

c 

で 十
X=-100.284 
Y= 28.654 

L-34.600 
C ＇ - -c 

旦
l I OYR3/2 黒褐色 粘性やや小締まり密 炭化粒，焼土粒を含む

2 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

3 I OYRS/8 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

4 !OYR3/4 暗褐色粘性中締まりやや密

`> ＋ 
X=-100.300 
Y= 28,671 

3麟書
l I OYR4/2 灰黄褐色粘性小締まり密炭化材を含む

2 IOYRS/1 褐灰色粘性小締まり密 炭化粒．赤褐色土を含む

3 I OYR5/8 黄褐色土粘性小締まり密炭化材を含む

4 IOYR3/l 黒褐色粘性小締まり密炭化粒．赤褐色土を含む

5 I OYR4/2 灰黄褐色粘性やや小締まり密炭化材を含む

6 I OYR4/l 褐灰色粘性やや小締まり密炭化材．黄褐色土を含む

7 I OYR3/l 黒褐色粘性やや小締まり密 炭化粒．焼土粒．赤褐色土を含む

8 !OYR3/l 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、赤褐色土を含む

+ x=-100.288 
Y= 28.646 

L-34.600 

d -- -d' 

SK2147 讐
+ x=-100.290 

Y= 28.650 

l IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

2 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYRS/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒を少量含む

第39図土坑跡 (27)
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SK2148 

＋ 
X=-100.280 
Y= 28,646 ＋ 

b X=-100.280 
y~ 28.648 

--l--
a-JOIJ,282 
~ 28,648 

L-34.600 

a- - a' 

冒
SK2153 

b-L=34.4oo - b' m3 

I I OYR5/6 粘性なし 締まり密 炭化粒｀焼土粒を含む

2 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

3 I OYR3/2 黒褐色粘性中締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まり密炭化粒、焼士粒を含む

l IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒，赤褐色土を含む

2 I OYR5/8 黄褐色粘性やや小締まり密 炭化粒，赤褐色土を含む

3 IOYR5/4 にぶい黄褐色 粘性小 締まり密 赤褐色土をまばらに含む

4 I OYR5/2 灰黄褐色粘性中締まり密赤褐色土を含む

5 I OYR4/2 灰黄褐色粘性やや大締まりやや密 炭化粒、赤褐色土を含む

＋炉ー100.329
Y- 28.688 

＋ 
X=-100.331 
Y= 28.688 

□J 
＋ 

x--1()(1，294 
Y- 28,659 

＋ 
X=-100.294 
Y= 28.661 

十 X=-l(n3112
Y- 28.6S8 

X=-100.331 
Y= 28.690 

+ X=-100.302 
Y- 28.660 

1 IOYR2/2 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

2 IOYRI. 7/1 黒色粘性小締まりやや密 炭化粒、焼士粒を含む

C- L~35.000 -c'3 IOYR3/4 暗褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

4 I OYR3/2 黒褐色粘性中締まり密焼土粒を少量含む

IOYR2/2 黒褐色粘性中締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I OYR2/3 黒褐色粘性やや大締まりやや密焼土粒をまばらに含む

ID 7 !OYR3/4 暗褐色粘性中締まりやや密炭化粒を含む

8 I OYR3/3 暗褐色粘性中締まり密炭化粒を少量含む

9 I OYR3/3 暗褐色粘性中締まりやや密炭化粒を含む

10 IOYR4/4 褐色粘性やや小締まり密炭化粒を少量含む

d-L-34.600-d' 

L-34.600 
e - -e' 

I I OYR4/2 灰黄褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR4/3 にぷい黄褐色 粘性小締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

3 IOYR5/4 にぶい黄褐色粘性やや小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR6/6 明黄褐色粘性小締まり密 炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR6/6 明黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

6 IOYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR5/8 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

8 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

1 I OYRI. i/1 黒色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR5/4 にぶい黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まりやや密炭化粒．焼士粒を含む

4 !OYR2/l 黒色粘性やや大締まりやや密炭化粒を含む

5 I OYR6/6 明黄褐色粘性中締まり密炭化粒を含む

十 X=-100.304
Y- 28.660 

第40図土坑跡 (28)
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＋ 
X=-1()(}．286 
Y= 28.658 

+ X=-100,286 
Y= 28,660 

口＋ 
X=-100.298 
Y- 28.66-0 

＋ 
x =-l(n・ 292 
y = 28 659 

x--100.292 
十 Y= 28,661 

b - L-34.200- b' 

□ロb' 
＋ 

x--100.294 
Y- 28.661 

a — L=34.200 — a' 

x--100.292 x--100.292 
Y- 28.665 Y- 28.666 

。+［66 c□/ 

X=-100,286 
Y= 28,650+ 

X=-100,286 
Y- 28,652 

＋ 

9 10 

Sk/ンし

I X--100.288 
千 Y- 28.652 

I l OYR3/3 暗褐 色 粘 性 やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 l OYR3/2 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒、褐色土を含む

3 !OYR4/4 褐 色 粘 性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

4 l OYR5/8 黄褐色粘性中締まり密炭化粒｀小礫を含む

l I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒、黄褐色土を含む

2 I OYR5/2 灰黄褐色粘性小締まり密炭化粒、赤褐色土を含む

3 7. 5YR4/I 灰色粘性小締まり密炭化粒．赤褐色土を含む

4 I OYR5/3 にぶい黄褐色 粘性小 締まり密 炭化粒、焼土粒、赤褐色土を含む

5 7. 5YR3/l オリープ黒色粘性小締まり密赤褐色土｀褐色士を含む

6 7. 5YR2/l 黒色粘性中締ま りやや密 褐色土を少量含む

7 7. 5YR4/J 灰色粘性小締まりやや密褐色土を含む

8 7. 5YR3/J オリープ黒色粘性大締まりやや密

9 7. 5YR3/l オリープ黒色粘性大締まりやや粗

IO I OGY5/J 緑灰色粘性やや大締まりやや密

I I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密 炭化粒を少量含む

2 I OYRS/2 灰黄褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

3 IOYR2/l 黒色粘性小締まり密炭化粒｀焼土粒を含む

4 I OYR3/l 黒褐色粘性やや小締まり密炭化粒，焼土粒を含む

5 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

6 IOYR4/l 褐灰色粘性中締まり密炭化粒．焼土粒を含む

7 I OYR3/2 黒褐色粘性中 締まり密 炭化粒｀黄褐色土を含む

8 I OYR4/6 褐色粘性やや大締まり密炭化材を含む

9 I OYR3/l 黒褐色粘性中締まり密炭化粒、褐色土を含む

L~34.600 
d- -d' 

｀ 
第41図土坑跡 (29)
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SK2158土坑 （第42図写真図版41、58)

長軸1.33m、短軸0.5-0.6m、検出面からの深さ 18cm前後の不整形な土坑である。埋土は15層に細

分され、すべてに焼土粒、炭化材、炭化粒が混入する 。人為的堆積と思われる。遺物は土師器の杯、

高台付き杯、鉢、須恵器の杯、短頚壷と思われる口縁部の破片が出土している。62は土師器の鉢と思

われる底部から胴部にかけての破片である。推定底径7.8cm、現存高5.6cmを計測する。底部は平底

で外面にケズリ調整が施される。胴部の外面にはケズリ調整が施され、内面には指ナデと思われる調

整が施される。外面はにぶい橙色で、内面は橙色である。胎土はやや粗雑で、直径0.5-4mmの細礫を

全体に多く含む。焼成は悪い。63はロクロ成形の土師器杯である。推定底径6.5cm、現存高2.2cmの

破片である。胎土はやや緻密で、焼成は比較的良い。外面はにぶい橙色で、内面は黒色処理されミガ

キ調整が施される。底部には回転糸切り痕が観察できる。64は土師器の高台付き杯である。高台推定

径7.0cm、現存高1.7cmを計測し、高台の高さは0.6cmほどである。胎土は緻密で、焼成は比較的良

好である。外面は浅黄橙色で内面は黒色処理される 。外面の調整は不明であるが、内面にはミガキ調

整が施される。高台端部は外方にはみ出るように傾いている。65は土師器の杯である。推定口径

15. 9cm、推定底径7.8cm、現存高3.8cmを計測する。胎土は緻密で焼成は比較的良好である。ロクロ

成形がなされ、外面はにぶい黄橙色、内面は黒色処理され、ミガキ調整が施される。底部外面には回

転糸切り痕が観察できる。66は土師器の杯である。底径6.0cm、現存高3.0cmを計測する。胎土はや

や粗雑で焼成は比較的悪い。ロクロ成形され外面はにぶい橙色、内面は黒色処理がなされミガキ調整

が施される。底部外面には切り離し後の再調整が観察できる。67は土師器の小型甕と思われる破片で

ある。鉢または甕の可能性も考えられるが、器壁が薄いことから小型甕と判断した。現存は4.9cmを

計測する。胎土はやや粗雑で焼成は悪い。外面は橙色で内面は浅黄橙色である。器面荒れのため内外

面とも調整方法がはっきりしないが、外面にはケズリ調整が、内面には指ナデ調整が施されると思わ

れる。68は土師器の甕と思われる破片である。内面に見られるケズリ調整から判断した。現存高は

6.8cmを計測する。胎土はやや緻密で焼成はやや悪い。外面はにぶい橙色で内面は浅黄橙色である 。

ロクロ成形がなされ内面には指ナデ調整が施されると思われる。69は須恵器杯の破片である。推定口

径16.7cm、現存高3.6cmを計測する。胎土はやや粗雑で、焼成もそれほど良くない。ロクロ成形がな

され、内外面とも灰黄色である。70は須恵器の短径壷と思われる口縁部から頚部にかけての破片であ

る。推定口径15.0cm、現存高6.0cmを計測する。胎土はやや緻密で焼成は良好、ロクロ成形がなされ、

内外面とも褐灰色である。71は須恵器の短頚壼の口縁部と思われる破片である。現存高4.9cmを計測

する。口縁端部上方はつまみあげられるように外傾し、下方もまたつまみあげられるように外傾する。

胎土は緻密で焼成は比較的良好、ロクロ成形で内外面とも褐灰色である。72は須恵器の短頚壷と思わ

れる破片である。現存高は3.2cmを計測する。胎土はやや緻密で砂粒が混入する。焼成は比較的良く、

内外面とも灰色である。
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x--100.214 
Y- 28.648 ＋ 

X--I00.2i6 
Y- 28.648 

a — 

＋ 

L-34.400 
s l) 

/f ì  
2 

＇ —a 

14 s 

＼
 

I] 12 

＋ 
X~ -I00 .2i6 
Y~ 28.650 

I IOYR3/2 黒褐色粘性なし 締まり密 炭化粒、赤褐色土を含む

2 I OYR3/1 黒褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土プロック、赤褐色土を含む

3 I OYR4/1 褐灰色粘性中 締まり密 炭化材｀赤褐色土を含む

4 I OYR3/I 黒褐色粘性小締まり密炭化材、赤褐色土粒、褐色土を含む

5 IOYR3/I 黒褐色 粘性中 締まり密炭化粒｀焼土粒，黄褐色士を含む

6 I OYR3/2 黒褐色粘性中 締まり密炭化粒、赤褐色土粒を含む

7 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密 炭化粒、焼土粒、黄褐色土を含む

8 I OYR3/2 黒褐色粘性やや大締まり密炭化粒｀赤褐色土を含む

9 I OYR3/2 黒褐色粘性中 締まり密 炭化材、赤褐色土を含む

IO I OYR4/2 灰黄褐色 粘性やや大締まり密 炭化材、焼土粒，赤褐色士を含む

11 I OYR4/4 褐色粘性中締まり密炭化粒、焼土粒を含む

12 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土プロ ックを含む

13 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

14 I OYR3/I 黒褐色 粘性大締まりやや密炭化材、焼土粒、赤褐色土を含む

I 5 I OYR4/6 褐色粘性大締まり密炭化粒を含む
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＋炉ー100.276
Y- 28.652 

X=-100.277 
Y= 28.656 + 

L=34.fiOO 
＇ a - -a 

冒
I I OYR5/6 黄褐色粘性なし締まり密

2 I OYR3/3 暗褐色粘性なし締まり密

3 I OYR4/6 褐色粘性なし締まり密砂質土

＋ 
X=-100,280 
Y= 28,650 

る

X=-100. 277 
Y= 28、644+ 

c'二□→C

に―l塁悶 ＋ ＋ 

十
X=-100.280 
Y- 28.652 

L-34.600 
b - - b' 

ー戸

□冒

1 I OYRS/4 にぷい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

2 IOYR3/4 暗褐色粘性なし締まり密炭化粒、焼士粒を含む

3 I OYRS/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒．焼土粒を含む

4 I OYR2/2 黒褐色粘性中締まり密炭化粒を含む

5 I OYR4/6 褐色粘性中締まり密炭化粒、焼土粒を少量含む

＋ 
x--100會282
Y- 28、692

1 I OYR4/I 褐灰色粘性小締まり密炭化粒、赤褐色土を含む

C — L-34.500 ―C 2 I OYR6/3 にぶい黄橙色粘性中 締まり密炭化粒、赤褐色土を含む

3 I OYR4/2 灰黄褐色粘性小締まり密炭化粒．赤褐色土を含む

4 IOYRl/3 にぶい黄橙色 粘性やや大締まりやや密 炭化粒、赤褐色土を含む

5 !OYR7/4 にぶい黄橙色 粘性やや大締まりやや密 炭化粒、赤褐色土を含む

6 I OYR4/1 褐灰色粘性中締まり密炭化粒、赤褐色土を含む

1

2

3

4

5

 L_
"
 

d
 

>
id

10028
+
 

>
00

X=-100.278 
Y= 28.645 

I OYR4/I 褐灰色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I OYR3/I 黒褐色 粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

IOYR4/2 灰黄褐色 粘性やや小締まり密焼土粒を含む

I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

L=34.400 
e ＇ -- - e 

＋ 
x~-100.311 
Y~ 28.652 

瓢
二

＼’ 三
I IOYRZ/1 黒色粘性中締まりやや密焼士粒を含む

2 I OYR3/l 黒褐色粘性やや大締まりやや密炭化粒，焼土粒を含む

3 I OYR5/3 にぶい黄褐色粘性中 締まり密炭化粒を含む

4 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR4/6 褐色粘性小締まり密炭化粒、焼土粒を含む

L=34.600 
f - - f 

ニ
＋ 

X=-l(J()．313 
Y~ 28.652 

1 I OYR4/2 灰黄褐色粘性なし締まり密焼土粒を含む

2 I OYR5/4 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒、焼土粒を含む

+ X=-1()()．269 
Y- 28.645 

こ二g 
, SK2165 

＋炉ー1()()．269
Y= 28.648 

+ x=-100,270 
Y= 28,648 

第43固土坑跡 (31)
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表ー 1 土坑一覧表

※長軸 ・短軸・深さの単位はm

遺構番号 平面形 長軸 短軸 深さ 遺物 底面小穴 その他・備考

2037 細長形 2.36 0.22 0.54 無し 無し 縄文・陥し穴か

2038 楕円形 1.16 0.94 0.88 無し 無し 縄文・陥し穴か

2039 隅丸正方形か 1辺0.6m前後 0.88 無し 有り ・1 縄文 ・陥し穴か

2040 隅丸正方形 1. 20 1.02 0.87 無し 有り ・1 縄文 ・陥し穴か

2042 隅丸正方形 1辺0.9m前後 0.19 無し 無し

2043 不整円形 1.17 1.08 0.31 無し 無し

2044 円形 直径0.86m 0.42 無し 無し 縄文・陥し穴か

2045 円形 直径0.96m 0.28 無し 無し

2046 長方形 1.41 0.92 0.69 無し 有り ・1 縄文 ・陥し穴か

2047 楕円形 1.66 1.08 0.66 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2048 隅丸方形 1.12 1.00 0.94 無し 有り ・1 縄文 ・陥し穴か

2049 卵形 0.67 0.58 0.13 須恵・杯鉄 無し 平安

2050 長楕円形 0.86 0.50 0.09 須恵 ・坪 無し 平安

2051 不整円形 直径0.86m 0.08 無し 無し

2052 楕円形 1.20 0.80 0.59 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2053 不整円形 直径1.14m 0.84 無し 有り ・1 縄文 ・陥し穴か

2054 隅丸方形 0.98 0.87 0.84 無し 無し 縄文 ・陥し穴か

2055 楕円形 1.57 0.81 0.76 無し 無し 縄文・陥し穴か

2056 隅丸方形 2.17 1.15 0.78 無し 有り・ 2 縄文・陥し穴か

2057 楕円形 1.86 0.76 0.25 無し 無し

2058 隅丸方形 1.89 1.20 0.82 無し 有り・ 2 縄文・陥し穴か

2059 円形 直径1.02m 0.84 無し 無し 縄文 ・陥し穴か

2060 細長形 3.32 0.48 0.88 無し 無し 縄文・陥し穴か

2061 楕円形 1.64 0.96 0.68 無し 有り・ 2 縄文・陥し穴か

2063 細長形 3.24 0.41 0.72 無し 無し 縄文 ・陥し穴か

2064 円形 直径0.93m 0.20 土師 ・鉢 無し

2065 隅丸長形 0.86 0.40 0.36 無し 無し

2066 楕円形 1.16 0.76 0.60 須恵 ・坪、瓶 有り ・1 縄文 ・陥し穴か

2068 隅丸正方形 1辺0.86m 0.72 無し 無し 縄文・陥し穴か

2069 不明 0.56 0.10 無し 無し 埋土に焼土粒混入
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遺構番号 平面形 長軸 短軸 深さ 遺物 底面小穴 その他・備考

2070 長方形 0.70 0.54 0.09 無し 無し 埋土に焼土粒混入

2071 細長形 1.63 0.36 0.65 無し 無し 縄文・陥し穴か

2072 隅丸長方形？ 0.82 0.88 無し 無し 縄文・陥し穴か

2073 卵形 1.30 094 0.81 無し 無し 縄文・陥し穴か

2074 方形 1.00 0.92 1.04 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2075 細長形 3.50 0.46 0.60 無し 無し 縄文・陥し穴か

2076 不明 0.82 無し 無し 遺構重複

2077 楕円形 0.96 0.90 0.87 無し 無し 縄文・陥し穴か

2078 細長形 3.20 0.28 0.54 無し 無し 縄文・陥し穴か

2079 円形 1辺0.53m 0.86 無し 無し 縄文・陥し穴か

2080 楕円形 1.10 0.94 0.12 須恵・杯 2 無し 平安

2081 不整形 0.96 0.64 0.32 須恵・甕 無し 平安

2082 隅丸方形 1.04 0.70 0.14 須恵 ・瓶 無し 平安

2083 隅丸長方形 1.66 1.06 0.76 無し 無し 縄文・陥し穴か

2084 不整形 1.04 0.82 0.77 無し 無し 縄文・陥し穴か

2085 楕円形 1.22 0.94 0.84 無し 無し 縄文・陥し穴か

2086 細長形 3.32 0.66 1.01 無し 無し 縄文・陥し穴か

2087 細長形 3.14 0.60 1.00 無し 無し 縄文・陥し穴か

2088 不整形 2.04 0.96 0.26 無し 無し

2089 不整円形 0.84 0.78 0.26 無し 無し

2090 不整形 0.70 0.64 0.16 須恵・杯 2 無し 平安

2091 隅丸長方形 1.48 1.10 0.18 無し 有り・ 1

2092 細長形 1.46 0.66 0.78 無し 無し

2093 細長形 3.12 0.31 0.71 無し 無し 縄文・陥し穴か

2094 細長形 3.02 0.39 0.74 無し 無し 縄文・陥し穴か

2095 隅丸方形 1.11 0.96 0.86 無し 無し 縄文・陥し穴か

2096 隅丸方形 1.32 1.08 0.21 無し 無し

2097 楕円形 0.98 0.84 0.74 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2098 楕円形？ 不明 0.74 0.18 無し 無し 他遺構重複

2099 楕円形 0.88 0.68 0.12 無し 無し

2100 不整形 0.14 無し 無し 撹乱か？

2101 不整形 0.78 0.12 無し 無し

2103 隅丸方形 0.76 0.61 0.26 無し 無し
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遺構番号 平面形 長軸 短軸 深さ 遺物 底面小穴 その他・備考

2104 不整形 1.24 1.14 0.44 無し 無し

2105 隅丸方形 2.12 1.32 0.76 無し 無し 縄文・陥し穴か

2106 不整形 1.26 0.96 0.32 無し 無し

2107 長楕円形 0.92 0.61 0.19 無し 無し

2108 細長形 2.61 0.36 0.68 無し 無し 縄文・陥し穴か

2109 細長形 2.54 0.36 0.56 無し 無し 縄文・陥し穴か

2110 隅丸方形 1.21 1.06 0.68 無し 無し

2111 隅丸方形？ 1.24 0.91 0.46 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2112 細長形 2.91 0.44 0.74 無し 無し 縄文・陥し穴か

2113 隅丸方形 1.36 1.12 0.34 土師・甕須恵・杯 無し 平安

2114 細長形 2.34 0.28 0.94 無し 無し 縄文・陥し穴か

2115 細長形 0.24 0.48 無し 無し 縄文・陥し穴か

2116 卵形 1.64 1.34 0.34 無し 無し

2117 細長形 2.92 0.31 0.86 無し 無し 縄文・陥し穴か

2118 隅丸長方形 1.91 1.12 0.64 無し 有り・ 2 縄文・陥し穴か

2119 隅丸方形 1.19 0.98 0.86 無し 無し 縄文・陥し穴か

2120 卵形 1.08 0.81 1.18 無し 無し 縄文・陥し穴か

2121 隅丸長方形 1.08 0.94 0.64 無し 無し 縄文・陥し穴か

2122 細長形 3.66 0.36 0.78 無し 無し 縄文・陥し穴か

2123 長楕円形 1.16 0.76 0.91 無し 無し 縄文・陥し穴か

2124 長方形 2.21 1.04 0.64 無し 無し

2125 不明 2.04 0.64 無し 無し

2126 隅丸方形 1.02 0.96 0.22 無し 無し

2127 隅丸方形 1.18 1.02 0.68 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2128 隅丸方形 1.14 1.04 0.72 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2129 不明 0.82 0.46 無し 無し 他遺構重複

2130 卵形 1.04 0.91 0.78 無し 無し 縄文・陥し穴か

2131 細長形 3.54 0.31 0.84 無し 無し 縄文・陥し穴か

2132 細長形 3.46 0.42 0.84 無し 無し 縄文・陥し穴か

2133 隅丸方形 0.96 0.88 0.94 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2134 細長形 2.26 0.48 0. 72 石器 ・削掻器 無し 縄文・陥し穴か

2135 長楕円形 1.04 0.64 0.96 無し 無し

2136 不整円形 0.44 無し 無し
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遺構番号 平面形 長軸 短軸 深さ 遺物 底面小穴 その他・備考

2137 不整形 0.96 0.24 無し 無し

2138 長楕円形 1.01 0.71 0. 72 無し 無し

2139 細長形 2.96 0.28 0.38 無し 無し 縄文・陥し穴か

2140 長楕円形 1.44 0.92 0.61 無し 無し 縄文・陥し穴か

2141 不整形 1.11 1.04 0.16 土師・杯 2 無し

2142 隅丸方形 0.72 0.68 0.32 無し 無し 縄文・陥し穴か

2143 円形 直径l.20m 0.19 須恵系・坪3土師・坪3 無し

2144 細長形 3.64 0.34 0.56 無し 無し 縄文・陥し穴か

2145 隅丸方形 1辺0.96m 0.34 無し 無し 縄文・陥し穴か

2146 細長形 2.94 0.32 0.41 無し 無し 縄文・陥し穴か

2147 細長形 3.71 0.34 0.21 無し 無し 縄文・陥し穴か

2148 不整形 0.22 0.41 無し 無し

2149 隅丸方形 1. 22 1.04 0.68 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2150 隅丸長方形 1.38 0.68 0.38 無し 無し 縄文・陥し穴か

2151 細長形 2.84 0.22 0.61 無し 無し 縄文・陥し穴か

2152 隅丸方形 0.96 0.86 0.51 無し 無し 縄文・陥し穴か

2153 不明 0.85 0.42 無し 無し

2154 隅丸長方形 1.41 0.66 0.64 無し 無し 縄文・陥し穴か

2155 隅丸方形 0.84 0.64 0.82 無し 有り・ 1 縄文・陥し穴か

2156 細長形 2.76 0.32 0.19 無し 無し 縄文・陥し穴か

2158 不整形 2.56 1.12 0.34 土師器須恵器 無し 平安

2159 細長形 3.66 0.36 0.13 無し 無し 縄文・陥し穴か

2160 細長形 2.44 0.25 0.39 無し 無し 縄文 ・陥し穴か

2161 不整形 1.12 0.66 0.28 無し 無し

2162 細長形 3.56 0.31 0.36 無し 無し 縄文・陥し穴か

2163 細長形 0.23 0.68 無し 無し 縄文・陥し穴か

2164 細長形 2.16 0.31 0.09 無し 無し

2165 細長形 2.78 0.21 無し 無し 縄文・陥し穴か
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4 近世と思われる遺構群 （第44、45図）

柱列 1条、掘立柱建物跡 1棟、溝跡11条を検出した。

SA 2 0 0 l柱列跡 （第44図）

調査区中央西寄り、 SD2006溝跡の東で検出した。長さは7.4mほどである。柱列跡から西ビ1.7mほ

どにはSA2001柱列跡の南端から平行して3基の柱列が観察できるが、周辺に柱列、または柱穴等が検

出されないことから、建物跡の可能性を考えつつも柱列跡として登録した。柱穴内には礫を敷くもの

なども検出している。遺物が出土していないため時期は断言できないが、柱穴埋土から近世遺構と思

われる。

〗戸§ご―誓言

三←§ご―噂言
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+゚ 
X=-100.306 
Y= 28.642 

第44図 SA2001柱列跡
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溝跡（第46-49図参照 写真図版45-49)

11本の溝跡を検出した。

S00 l、20 0 3、20 0 4、20 0 5溝跡 （第46図写真図版45)

平成11年度調査で検出したSDOl溝跡の東側に続く溝跡である。 同一のものであることから同じ遺

構名で登録した。平成11年度調査時に この溝跡が北進することが想定されており、今回はその予想を

もとに調査を開始したのであるが、北進した長さは約3mほどで、その後、東に向きを変え段丘下へ

と延びて行った。規模は上幅で約40cm前後、下幅で15cm前後、検出面からの深さは40cm程度である。

埋土は4層で構成され、上層から褐色土ブロックが混入する黒褐色土、黄褐色土粒が混入する黒褐色土、

混入物がほとんどない黒褐色土、黄褐色土である。

SDOl溝跡の北伸部には段丘下へ延びる（東進する） 3本の溝跡が接続する。それぞれ南からSD2003、

2004、2005溝跡として登録した。これら3本の溝跡はSDOl溝跡と比較するとすべて浅い溝跡である。

SD2003溝跡は上幅25cm前後、下幅15cm前後、検出面からの深さ20cm前後である。埋土は2層に分かれ

上層に暗褐色土、下層に暗褐色土粒が混入する黄褐色土が堆積する。SD2004は規模、埋土状況とも

にSD2003溝跡と類似する。SD2005溝跡は上幅40cm前後、下幅30cm前後、深さ20cm前後で埋土は3層

から構成されている。上層から暗褐色土、黄褐色土、黄褐色土粒が混入する暗褐色土である。この

SD2005溝跡は途中2本に分岐するが再度合流し、段丘下へと延びる。

SDOl、SD2003、2004、2005、溝跡の新旧関係は押えることができなかった。

S02006溝跡 （第46図 写真図版46)

調査区南部をほぽ東西に横切る溝跡である。精査中にビニール管が出土したことから現代の溝跡、

おそらく田んぽの用水路と思われることから、詳細は省略する。

S02007、20 0 8溝跡 （第46図写真図版47)

調査区南西隅に 2本平行して、L字形に検出した。西端も南端も調査区外へ延びる。東西方向に走

る溝跡が 2本であるのに対し、南北に走る溝跡は 1本と合流してし まうよう である。南北に走る溝跡

は、平成11年度調査時に検出した溝跡の北伸部にあたるのであるが、平成11年度の調査の際にビニー

ルが出土していることから、現代の溝跡である可能性が高い。

S02009、20 l 0、20 l l、20 l 2溝跡 （第47、48図写真固版48)

調査区ほぼ中央を東西に横切るように検出した。精査時には各々単独の溝跡と解釈していたが、精

査終了時にSD2009溝跡とSD2012溝跡が、 SD2010溝跡とSD2011溝跡が平行している ことに気づいた。

これら4本の溝跡は道路側溝の可能性が考えられる。また、 SD2012溝跡は耕地整理に伴う掘削で西側

半分ほどが破壊されていることから、おそらく耕地整理以前の道路跡であろう 。SD2009溝跡とSDZOll

溝跡で新旧関係を確認しており SD2009溝跡の方が新しい。 したがって、 4本の溝跡を道路側溝と考え

た場合、SD2009-2012溝跡を持つ道路跡が新しく 、SDZOl0-2011溝跡を持つ道路跡が古い。また、 SD2012

溝跡からはビニールが出土していることから耕地整理直前まで使われていた道路跡の可能性がある。

S02013溝跡 （第49図写真図版49)

調査区北西で検出した。調査区外から延びてきて北方向に向きを変え北進する溝跡である。南側の

L字コーナー付近が最も深くなっており 、北側は浅い。途中SX2016と合流し規模を小さくしながらも
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さらに北進し調査区外まで延びる。規模が小さくなるのは耕地整理による削平と関係があるのであろ

う。用途は不明であるが、耕地整理以前の農業用水路の可能性が考えられる 。

井戸跡 （第50、51、52図写真図版49-51)

8基確認された。すべてが素掘りの井戸跡である。

SE2003井戸跡 （第50図写真図版49)

開口部の長軸2.16m、短軸1.86m、検出面からの深さ1.88mを計測する。埋土は人為的堆積層と考

えられ、ほとんどの層に小礫、または拳大ほどの礫が混入する。埋土中層から下層にかけて、グライ

化が認められる 。この井戸跡は礫層を掘り抜いて作られている。遺物は出土していない。

SE2004井戸跡 （第50図写真図版49)

やや不整形ではあるが、開口部直径1.36mを計測する平面円形状の井戸跡である。下部にいくにし

たがって徐々に狭くなっていく 。検出面からの深さは約 2mほどである。埋土には小礫、または拳大

ほどの礫の混入が確認できる。埋土中層よりやや下層から木材が出土しているが、製品等ではない。

他に遺物は出土していない。

SE2005井戸跡 （第50図写真固版50)

やや不整形ではあるが、平面隅丸方形状の井戸跡である。 1辺は1.4m前後で、検出面からの深さ

は1.52mを計測する。埋土のほとんどの層に小礫、または拳大の礫が混入し、中層から下層にかけて

はグライ化が認められる。下部にいくにしたがって狭くなり、底面は長軸約0.8m、短軸0.6mほどの

楕円形状である。底面付近から木材が出土しているが、製品ではない。

SE2006井戸跡 （第51図写真図版50)

長軸1.74m、短軸1.46m、検出面からの深さ1.89mを計測する井戸跡である。下部にいくにしたがっ

て狭くなり、底面では長軸0.4m、短軸0.2mほどの台形状となる。埋士は下層にグライ化が認められ

るが、礫等は混入しない。遺物は埋土中層で土師器片を出土しているが、これをもって時期を仮定す

るのは危険である。なお、非常に小片であるため、実測図及び写真は掲載できなかった。

SE2007井戸跡 （第51図写真図版50)

やや不整形ではあるが、直径1.9mを計測する平面円形状の井戸跡である。検出面からの深さは

2.2m前後である 。埋土には小礫、または拳大の礫が混入し、下層からは陶磁器片が出土している。

陶磁器片は18世紀から19世紀にかけての破片と思われる。SE2007井戸跡の廃棄時期と重なるもので

あろう 。実測図、写真等は掲載していない。

SE2008井戸跡 （第51固 写真図版50、51)

やや不整形ではあるが、直径1.6m前後の平面円形状の井戸跡である 。埋土は崩落のため記録でき

なかったが、礫の混入が認められている 。

SE2009井戸跡 （第52固 写 真図版51)

長軸1.54m、短軸1.4m、検出面からの深さ1.82mを計測する素掘りの井戸跡である。埋土の一部に
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口芦誓：言

SD2006 

d 
L=35.200 -- -＿ d' 

e- L=35.200 -e' 

S02007 S02008 

Sり2007

言冒
＼
 

冒

S02006 

1 IOYR2/3 黒褐色粘性小締まりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性小 しまりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

3 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まりやや密

炭化粒．焼土粒を含む

I I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密

炭化粒を含む

2 I OYR3/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密

SD2008 

I I OYR2/2 黒褐色粘性なし締まり密

炭化粒を含む

2 IOYR4/4 にぷい黄褐色粘性やや小締まり密

炭化粒を含む

3 I OYR3/J 黒褐色粘性小締まりやや密 麟二
SD2005 

I I OYR3/3 暗褐色粘性なし締まり密

炭化粒を含む

2 I OYR4/3 にぷい黄褐色 粘性小締まりやや密

3 I OYR4/4 褐色粘性小締まりやや密

三

〗汀―誓：闊〗

瓢：言
I I OYR4/3 Iこぷい黄褐色粘性なし 締まり密

炭化粒を含む

2 I OYRZ/3 黒褐色粘性小締まりやや密

炭化粒をやや含む

3 I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締まりやや密

焼土粒を含む

4 I OYR5/6 黄褐色粘性小結まりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

=35.200, 
C - - C 

SD2003 SD2004 

2言：
1 I OYR2/2 黒褐色粘性小 締 ま り 密

2 I OYR2/I 黒色粘性小締まりやや密

炭化粒を含む

S02004 

1 IOYR3/2 黒褐色粘性小締まりやや密

炭化粒を含む

2 I OYR2/3 黒褐色粘性なし締まり密

3 IOYR2/J 黒色粘性やや大締まりやや密

-♦ 
X =-100,320 
Y = 28,700 

X=-J00,360 
Y= 28,640 ※断面図 S=l/60

呵M

第46図溝跡 (l)
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［口ロ誓：塁〗 三
X=-100,325 
Y= 28,680 

そ

三信誓，＇畠

0
1
 

10r ｀ 
X=-100,325 
Y= 28,640 

第47図溝跡 (2)
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a — 13 14 L=35.200 

10攣
＇ -a C - L=35.200 ＇ - c 

5D2009 & 5D201 I & S02012 

(S02012) 

l I OYR5/4 Iこぶい黄褐色 粘性なし 締まり密

炭化粒．焼土粒を含む

2 I OYR4/4 褐色粘性やや小締まり密

炭化粒を含む

(SD2011) 

3 I OYR5/3 Iこぶい黄褐色 粘性なし 締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

4 I OYRS/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

5 I OYR4/6 褐色粘性なし締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

6 IOYR6/4 にぶい黄橙色粘性なし締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

7 !OYR4/4 褐色粘性なし締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

8 I OYR3/4 暗褐色粘性やや小締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

9 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

10 !OYR4/I 褐灰色粘性やや大締まり密

炭化粒、黄褐色土を含む

にぶい黄褐色粘性やや大締まりやや密11 I OYR5/3 

(502009) 

12 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

13 IOYR4/4 褐色粘性なし締まり 密

炭化粒、焼土粒を含む

14 I OYR5/6 黄褐色粘性やや小締まり密

炭化粒．焼土粒を少量含む

SD2010 
L-35.2UU 

b - - b' 

、言
SD1010 

I IOYR4/4 褐色粘性なし締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR4/6 褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

2 I OYR4/2 

5 3 

SDZOI 2 & SD201 I 

(SD2012) 

l I OYR4/3 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密

炭化粒｀焼土粒をまばらに含む

灰黄褐色粘性中締まり密

炭化粒、赤褐色土をまばらに含む

(SD201 I) 

3 I OYR6/1 灰黄褐色粘性なし締まり密

炭化粒．焼土粒を含む

4 JOYR5/4 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

5 I OYR4/6 褐色粘性やや小 締まり密

炭化粒を含む

6 I OYR4/6 褐色粘性なし締まり密

炭化粒を含む

7 I OYR4/4 褐色粘性やや小締まり密

炭化粒を少堡含む

8 I OYR4/4 褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

9 I OYR5/6 黄褐色粘性中締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

IO I OYR5/2 灰黄褐色粘性やや小締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

11 I OYR3/1 黒褐色粘性小 しまり密

炭化粒，焼土粒、黄土を含む

12 IOYR5/8 黄褐色粘性中締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

M
 

3
—

| 

第48図溝跡（3) 断面図
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SD2013 

青紅誓：喜〗

＼
 

X=-100,280 
Y= 28.640 

※断面図 aS=l/60 

第49図溝跡 (4)

a-

SD2013 
L=34. 700 ＇ - a  

$D2013 

l I OYR3/J 黒褐色粘性大締まりやや密

黄褐色土をまばらに含む

2 7.SY4/I 灰色粘性やや大締まりやや粗

3 IOYR4/J 褐灰色粘性やや大締まりやや密

炭化粒．黄褐色土粒を含む

4 7. 5Y3/J オリープ黒色 粘性大締まりやや粗

炭化流を含む

5 7. SY4/l 灰色粘性大締まり粗

炭化粒．黄褐色土粒を含む

王§二誓，•i悶

o_ー

10r 
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SE2003 + x--1()(I,326 
Y = 2 8. 65 7 a — L = 35 ・ 21)（） ＇ -a  I 

> ＇ 

，／ 
、,,I
 

a
ベ
ノ
―

;
I

戸＂（

＼

？
、

＼
 

＇ 

9
.
I
 

ヽ

I
'：

ヤ
＼
・

¥
｀

:lflJμ
¥

’'‘
 

ー・
, x--1(1(]．329 

Y- 28.65, 

b- -b' 

SE2004 
+ •\=-l lliJ .324 

Y- 28.6,6 

＋ 
x--1(J(J．325 
Y = 2 8. 6 5 5 

6
 

8
 

ID IDYR2/1 

+ ¥) 
X- -1 ~1 .326 
Y- 28曹656

I、=35, 21 11 1 

I OYR3/1 暗褐色粘性なし 締まり‘糸

炭化粒、焼土粒を少呈含む 硬を多く含む

I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締ま り密

炭化粒、焼土粒を少量含む 礫を多く含む

3 I OYRJ/3 暗褐色粘性やや小締まり密

炭化粒．焼士粒を少量含む 黄土をまばらに含む 礫を多 く含む

I OYR2/2 黒褐色粘性小締まりやや密

炭化粒を少屋含む 黄土を まばらに含む 礫を多く 含む

IOYR2/2 黒褐色粘性大締ま りやや密

炭化粒、焼土粒を 少最含む 黄褐色土をまばらに含む 礫を多く含む

I OYR5/8 黄褐色粘性大締まりやや密

小礫を多 く含む

I OYR3/l 黒褐色粘性大締まりやや密

黄褐色土．礫を含む

I OYR2/l 黒色粘性大締まり粗

赤褐色土を少量含む 小礫を含む

I OYR6/2 灰黄褐色粘性大締まり粗

小礫を含む

黒色粘性大締まり粗

礫を含む

I OYR2/3 黒褐色粘性なし 締まり密

炭化粒．焼土粒、小礫を含む

2 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密

炭化粒．焼土粒．＇ ）ヽ礫を含む（右半分

I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密

炭化粒、焼土プロック．小礫を含む

I OYR2/3 黒褐色粘性やや大締まり密

焼土粒、黄褐色土．小礫を含む

I OYR5/4 にぷい黄褐色 粘性大締まり密

炭化粒、黄土を含む

6 I OYR2/2 黒褐色粘性大締まり密

炭化材、黄褐色土、礫を含む

I OTYR3/2 黒褐色粘性大締まりやや密

炭化粒、焼土プロ ック 、礫を含む

I OYR2/3 黒褐色粘性大締まり粗

黄土．礫を含む

I OYR2/2 黒褐色粘性大締まりやや密

炭化粒．焼土粒．黄褐色土、礫を含む

10 !DYR2/l 黒色粘性大締まりやや密

焼土粒、礫を含む

11 ¥OYR3/l 黒褐色粘性大締まり粗

黄褐色土、礫を含む

! 2 ¥DYRI. i/1 黒色粘性大締まり やや密

焼土粒．礫を含む

黒色粘性大締まり粗

黄掲色土をまばらに含む 小礫を含む

黒褐色粘性やや大締まり粗

4
 

8
 

13 

14 

礫を含む

IOYR4/I 褐色粘性やや大締まり粗

黄褐色土．礫を少量含む

黒褐色粘性やや大締まり粗

礫を多く含む

Ii I Ol5/2 オリープ灰粘性大締まり粗

小礫を多く含む

15 

I OYR2/I 

IOYR3/I 

I 6 I OYR3/1 

I OYRZ/3 黒褐色）

?
-

4
 

,-Q 口一c

＋ 
X= -II)]. 318 
Y = 2 8. 6 50 

X = -l i HI. 3 2 lI 
Y= 28.65I, + 

c- 1、=3.1 ・ !) 1 11 1 - c 

I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密

炭化粒、焼十粒．黄褐色土を含む 小礫を多く含む

I OYR3/3 暗抱色粘性小締まり密

炭化粒．焼土粒、黄褐色土を含む 小礫を多く含む

3 I OYRJ/3 にぶい黄褐色 粘性小締ま り密

炭化粒、焼上粒．黄褐色士を含む 小礫を多く含む

I OYR3/3 暗褐色粘性大締まり粗

小礫を多く含む

IOYR4/1 褐灰色粘性大 締まり粗

黄褐色土を含む

灰色粘性大締まり粗

小礫を含む 黄褐色土を少量含む

i.,GY3/I 暗オ リープ灰色粘性大 締まり粗

小礫．黄褐色土を含む

明褐色粘性大締まり粗

暗オ リープ灰色 粘性大締まり粗

小礫を含む

IO i.¥Y3/2 オリープ黒色 粘性大締まり粗

小礫を含む木材あり

1
3
 

6 7. 5Y4/I 

8

9

 

i. 5YR5/6 

7. 5GY4/I 

第50図 井戸跡 (l)
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SE2006 

x~-100.316 
Y= 28.676 + 

x--100.318 
Y- 28.676 

a -- L-.,4. 700 -a' 

I I OYR2/2 黒褐色粘性なし 締ま り密

炭化粒．焼土粒を含む

2 I OYR1/1 黒褐色粘性なし 締ま り密

+ X=-100.316 炭化材、焼土粒を含む
Y= 28.680 

3 I OYR1/3 黒褐色粘性やや小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR2/3 黒褐色粘性やや大締まりやや密

焼土粒を含む

5 I OYR2/3 黒褐色粘性やや大締まりやや密

炭化粒、焼士粒を含む

6 I OYR2/2 黒褐色粘性大締まりやや密

+ X=-100.318 
Y= 28.680 炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR5/1 黄褐色粘性大締まり密

炭化粒を含む

8 I OYR1/] 黒色 粘性やや大締まりやや密

炭化粒、焼土プロックを含む

9 IOYR2/3 黒褐色粘性大締まり密

焼土粒を含む

10 IOYR3/] 黒褐色粘性大締まり粗

黄土を含む

11 IOYR3/] 黒褐色粘性大締まり粗

12 i. 5Y5/2 灰色粘性大締まり粗

黄土をまばらに含む

I 3 i. 5Y5/l 灰色粘性大締まり粗

黄土を含む

14 IOYR3/] 黒褐色粘性大締まり粗

黄土を含む

SE2007 

x--100.306 
Y= 28.662 + 

ノb
r
 

＋ 
x--100.306 
Y- 28.664 

CJ b ー

＋ 
X=-100.308 
Y- 28.664 

- b' 

SE2008 

x--100.290 
Y- 28.644 ＋ + X=-100,290 

Y~ 28.646 

l !OYR4/4 褐色粘性なし締まり密

炭化粒．焼土粒を含む

2 I OYR3/3 暗褐色粘性なし 締まり密

礫を多く含む 遺物を含む

3 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密

炭化粒．黄色土粒を含む

4 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まり密

炭化粒、黄色土粒を含む

5 礫層間に IOYR3/! 黒褐色

黒褐色土をはさむ 遺物を含む

6 IOYR4/I 褐灰色粘性小締まり密

礫を多 く含む

7 i. 5Y4/I 灰色粘性大締まりやや密

グライ化層

8 IOYR4/1 褐灰色粘性大締まりやや粗

9 7. 5Y3/I オリープ黒色粘性大 締まりやや粗

小礫、遺物を含む グライ化層

10 7.5Y4/I 灰色粘性大 締まり粗

襄をまばらに含む グライ化層

。 十 X=-100,292
Y- 28.646 

第51図井戸跡 (2)
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礫の混入が認められ、最下層には木片が混入している。この木片以外の遺物は出土していない。

SE 2 0 l 0井戸跡 （第52図写真図版51)

長軸2.92m、短軸2.58m検出面からの深さ2.34mを計測する平面不整形な井戸跡である。東側の段

丘下で検出した。埋土に礫の混入は見られず、下層では砂質土の堆積が確認できる。遺物は出土して

いない。

S£2009 

9246 

,-6 

10028 

+
――-

i
 

X
Y
 

＋ 
X=-100.294 
Y= 28.644 

＋ 
x--100.294 
Y- 28.646 

I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密

炭化粒、黄褐色土を含む

2 I OYR4/l 褐灰色粘性中締まり密

赤褐色土、小礫を含む

3 IOYR6/i 褐灰色粘性やや大締まり密

赤褐色土をまばらに含む

4 !OYR6/2 灰黄褐色粘性やや大締まりやや密

赤褐色土｀小礫を含む

5 7. 5YR4/l 灰色粘性大締まりやや密

赤褐色土を含む

6 IOYR3/l 黒褐色粘性大締まりやや密

赤褐色土、小礫を含む

7 7.5YR3/l オリープ黒色粘性大締まりやや粗

炭化粒をまばらに含む。赤褐色土｀礫を含む

8 2. 5Y4/l 黄灰色粘性大締まり粗

木片を含む

SE2010 

＋ 
X=-］(](]．290 
Y- 28.664 

＋ 
x--100.290 
Y- 28.670 

b- L-34.soo - b' 

＋ 
x--100.292 
Y- 28.664 

＋ 
x--100.292 
Y- 28.670 

IOYRZ/1 黒色粘性なし締まり粗

炭化材、焼土プロックを多量に含む

2 IOYR4/4 褐色粘性なし締まり密

3 I OYR4/l 褐灰色粘性中締まり密

グライ化層

4 JOYR3/J 黒褐色粘性大締まり密

5 I OYRI. 7/1 黒色粘性大締まりやや密

6 I OYR3/2 黒褐色粘性なし 締まりやや密

砂質土

7 I OGY5/J 緑灰色粘性なし 締まりやや密

砂質土

8 IOGY5/I 緑灰色粘性なし 締まりやや密

砂質土（黒褐色土を上層に 1cm程含む）

第52図井戸跡 (3)
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5 その他性格不明遺構 （第53~55図 写真図版51~54、58、59)

SX2009遺構 （第53図写真図版52、58、59)

平安時代と思われる性格不明遺構である。平面形は直径約 2mの円形状で、検出面からの深さは

0.66mである。検出面から0.46m前後の深さで幅16-40cmほどの平坦面をもち、その後さらに落ち込

む。落ち込みの平面形は長軸94cm、短軸38cmの楕円形状で、揺鉢形に落ち込む。埋土は大別すると上

層の黒色土、下層の黒褐色土の2層で、焼土粒や炭化物粒、黄褐色土粒の混入具合からさらに分層で

きる。堆積状況から人為的堆積と推測する。遺物は土師器の杯 (74-76)、長胴甕 (78-82)、須恵系

土器耳皿 (77)、須恵器の壼口縁部 (83)、灰釉陶器壼 (84) が出土している。すべて埋土からの出土

である。

74は土師器の坪で、推定底径4.8cm、現存高1.4cmを計測する。外面底部付近にはケズリ調整が、

内面にはミガキ調整が施され、黒色処理がなされる。外面はにぶい黄橙色で、胎土は緻密、焼成はそ

れほど良くない。外面底部には回転糸切りの痕跡が確認できる。75は土師器の杯で推定口径14.lcm、

底径6.3cm、器高4.0cmを計測する。ロクロ成形がされ、外面底部付近にケズリを施し内面にはミガキ

調整が施される。外面は橙色で内面には黒色処理がなされる。焼成は比較的良好である。外面底部

の摩滅が激しいため切り離し方はわからない。76は土師器の杯である。推定口径18.0cm、推定底径

8.3cm、現存高5.7cmを計測する。ロクロ成形がなされ、外面底部付近にはケズリ調整が、内面には

ミガキ調整が施される。外面はにぶい黄橙色で内面は黒色処理がなされている。胎土は比較的緻密で

焼成も比較的良好である。77は須恵頚土器の耳皿である。口径10.5cm、底径6.0cmの皿状の縁を折り

曲げたものである。器高は3.3cmを計測する。内外面ともにぶい黄橙色で胎土は比較的緻密、焼成も

比較的良好である。ロクロ成形がなされ、外面底部には回転糸切り痕が残る。78は土師器長胴甕の破

片である。推定口径22.3cm現存高14.8cmを計測し、胴部下半から底部までが欠損している。胎土は

やや緻密で直径1mm前後の砂礫が混入する。外面は明黄褐色で内面は黄橙色である。非ロクロ成形で

胴部外面には縦方向のハケメ調整が、内面には横方向のハケメ調整が施される。口縁部は内外面とも

横ナデ調整が施される。79は土師器長胴甕と思われる破片である。推定口径18.6cm、現存高4.2cmを

計測する。胎土はやや粗く、直径1mm前後の砂礫が多く混入する。焼成は比較的良好である。非ロク

口成形で外面胴部には縦方向のハケメ調整が、内面には横方向のハケメ調整が施される。口縁部には

内外面とも横ナデ調整が施される 。80は土師器長胴甕の破片である。推定口径19.lcm、現存高9.8cm

を計測し、胴部下半から底部にかけて欠損している。胎土はやや緻密で、直径0.5-2.5mmほどの砂礫

が多く混入する。内外面ともにぶい黄橙色で焼成はやや悪い。胴上部はロクロ成形がなされ、外面に

はケズリ調整も施される。81は土師器の甕と思われる破片である。推定口径19.9cm、現存高4.3cmを

計測する。胎土は緻密で、焼成は比較的良好、内外面ともにぶい黄橙色である。ロクロ成形がなされ

ており、外面には指ナデ調整の痕跡もあるがは っきりしない。82は土師器甕の底部破片である。底径

6.6cm、現存高5.5cmを計測する。胎土は粗雑で直径0.5-5mmほどの砂礫を多く含む。内外面とも橙

色で焼成は悪い。外面底部付近の胴部には横方向のケズリ調整が施される。内面には指ナデ調整のよ

うな痕跡が確認できるがはっきりしない。83は須恵器壼口縁部の破片である。推定口径11.4cm、現

存高11.4cmを計測する。胎土は緻密で焼成は比較的良好である。ロクロ成形がなされ、内外面とも褐

灰色である。84は灰釉陶器壼の胴部片である。胴部最大径は推定ではあるが17.4cm、現存高10.4cm

を計測する。胎土は緻密、色調は灰白色で施釉部分はオリーブ黄色である。焼成は良好である。85と

同一個体の可能性がある。85は灰釉陶器の底部片で、高さ8mmの高台が付く 。高台部の径は9.1cmで
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SX2009 + X=-100.334 
Y= 28.696 a — L=35.200 
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JOYR2/J 黒 色 粘 性やや小 締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

JOYR2/l 黒 色 粘 性やや大締まりやや密

4
 

ク

黄褐色土を含む

IDYR3/i 黒褐色 粘性やや大締まりやや密

炭化粒｀焼土粒を含む

I OYR2/2 黒褐色粘性やや大 締まり密

黄褐色土を含む

5 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締ま りやや密

焼土粒を少量含む
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第53図 SX2009 
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現存高2.8cmを計測する。胎土は84同様緻密で、色調は灰白色、施釉部分がオリーブ黄色である。高

大はやや内傾する。外面底部には十字の線刻がなされる。

SX2008遺構 （第54図写真図版51)

SDOl溝跡の北側で検出した不整形な遺構である。埋土には炭化材粒や焼土粒、ブロック等が混入

することから人為的堆積と推測する。SDOl溝跡よりも古く、 SK2006、SK2067土坑よりも新しい。当

初、 一辺が2mほどの方形プランを確認したことから、竪穴住居跡の可能性も考えられたが、精査が

進むにつれて不整形状になったことから竪穴状遺構として登録した。土師器の破片が出土しているこ

とから、平安時代の可能性がある。なお、遺物は小片であることから、実測図、写真等は掲載してい

ない。

SX2010遺構 （第54、55図写真図版52)

調査区南西部で検出した。SD2007、2008溝跡と重複し、本遺構のほうが古い。長軸4.64m、短軸4.24m、

検出面からの深さ67cmを計測する方形状の竪穴遺構である。南側は北方に向ってなだらかに傾斜し、

幅70cmほどの平坦面をもつ。埋土には炭化材粒や焼土粒の混入が確認できる。南側のなだらかな傾斜

部分、埋土1層中から土師器の甕 (86)が出土している。推定口径18.8cm、現存高15.5cmを計測する。

胎土は比較的緻密で直径1mm前後の砂礫が多く混入する。焼成は比較的良く、外面はにぶい褐色、内

面はにぶい黄橙色である。ロクロ成形で、外面胴部にはヘラケズリ調整が観察できる。

SX 2 0 l l遺構 （第55図写真図版53)

長軸1.64m、短軸1.38m、検出面からの深さ48cmの不整形な遺構である。埋土には炭化粒や焼土粒

の混入が確認できる。断面図を実測した地点では底面に向かって播り鉢状に落ち込むが、東西、北側

には幅25cm前後の平坦面が確認できる。遺物は出土していない。

SX2012遺構 （第55図写真図版53)

やや形は崩れるが、 1辺1.3mほどの竪穴遺構である。黒色系の埋土が主体で一部に黄褐色系の埋土

がブロック状に堆積している。埋土のほとんどには炭化材粒、焼土粒が混入する。遺物は土師器の小

片が出土しているが、実測図、写真等は掲載していない。

SX2013遺構 （第56図写真図版54)

調査区中央西側で検出した。SD2012溝跡に連続する、あるいはSD2012溝跡の一部と思われる遺構

である。最大幅で約4mを計測し、検出面からの深さは約64cmほどである。SX2013の西側、 SD2012溝

跡の西側、調査区界付近から、 SD2012溝跡を閉鎖するように木製板が4枚並べられる。その間隔は西

端板から中間板までが1.6m、中間板から東端板までが75cmほどである。東端板から東へ4.6mの所に

最東端板が設けられる。東端板と最東端板の間がSX2013遺構である。遺構の東側には拳大から人頭

大ほどの川原石が80cmほどの幅にわたって積まれている。この石積みには崩落防止のためと思われる

木杭による支えも検出した。SX2013底面北側にはSD2012溝跡との境を作るかのように木製の杭状の

棒が横たわっている。埋土のほとんどに炭化材粒が混入し、 一部には焼土粒の混入も観察できる。

SD2012溝跡を利用した水場跡と推測する。
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SX2008 

＋ 
X=-100.344 

Y=  28. 700 

＋ 
X=-100.346 

Y=  28.696 

X=-100.346 

Y=  28. 700 

a- L =35.200 
- a' 

,SD

昌

SX2008 

l IOYRZ/2 黒褐色粘性なし 締まりやや密

炭化粒、焼土粒をまばらに含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密

炭化粒｀焼土粒をまばらに含む

3 I OYRZ/3 黒褐色粘性なし 締まりやや密

炭化粒、焼土粒を含む

4 I OYR2/, 黒褐色粘性小締まりやや密

炭化粒．焼土粒を含む

5 IOYR3/4 陪褐色粘性やや大締まりやや密

炭化材｀焼土プロックを含む

6 I OYR3/2 黒褐色粘性やや小締まりやや密

炭化粒、黄褐色土を含む

7 I OYR4/4 褐色粘性小締まりやや密

炭化粒を含む

8 IOYR3/4 暗褐色粘性やや大締まり密

炭化粒を含む

9 I OYRZ/2 黒褐色粘性大締まりやや密

炭化粒｀焼土粒を含む

＇ C
T
 

SX2010 

SD2008 

b← 

X=-100.354 
Y=  28,646 

SX2010（束西ペルト）

1 I OYR2/3 黒褐色 粘性やや大締まりやや密

黄褐色土を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性大締まりやや密

黄褐色土を少量含む

3 I OYR2/1 黒色粘性やや小締まりやや密

焼土粒、黄褐色土を少量含む

4 IOYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密

焼土粒、黄褐色土を少量含む

5 I OYR3/3 暗褐色粘性小締まりやや密

炭化粒．焼土粒．黄褐色土を含む

6 I OYR2/3 黒褐色粘性小締まりやや密

炭化粒、焼土粒、黄褐色土を含む

7 I OYR2/2 黒褐色粘性小締まりやや密

黄褐色土を含む

SX2010（南北ベルト）

I I OYR2/3 黒褐色粘性小締まりやや密

焼土粒、炭化粒を含む

X=-100.356 + 2 10YR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密
Y=  28.650 

炭化粒．焼土粒を含む

b- L=35.100 I 
- b' 

c— L=35.IOO 

， 
ー C

3 I OYR2/3 黒褐色 粘性やや大締まりやや密

炭化粒，黄褐色土を含む

4 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密

炭化粒，焼土粒，黄褐色土を含む

5 IOYR3/I 黒褐色 粘性やや大締まりやや密

黄褐色土を含む

6 I OYR2/3 黒褐色粘性やや大締まりやや密

炭化粒，焼土粒，黄褐色土を含む

7 I OYR2/2 黒褐色粘性やや大締まりやや密

焼土粒、黄褐色土を含む

8 I OYR3/2 黒褐色粘性はやや大締まりやや密

炭化粒，焼土粒，黄褐色土を含む

楕54図 SX2008、SX2010
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SX2012 
+ X=-100、314

Y=  28.678 
十 X=-100.314

Y=  28.680 

+ x=-IOO.318 
Y=  2.8678 

b-

＋ 
X=-100.318 

Y=  28,680 

L =35.100 - b' 

口 ：`；；
a- L=35.200 ―a' 

3疇
SX201 I 

1 IOYR4/4 褐色粘性なし締まり密

焼土粒，黄褐色土を含む

2 IOYR2/I 黒色粘性やや大締まり密

焼土粒、黄褐色土を含む

3 IOYR5/4 にぶい黄褐色粘性やや大締まり密

炭化粒，焼土粒を含む

4 IOYR4/4 褐色粘性大締まり密

炭化粒を含む

5 !OYR2/I 黒色粘性やや大締まりやや密

焼土粒、黄褐色土を含む

SX20I 2 

I IOYRI. 7/1 黒色粘性やや小締まり密

焼土粒を含む

2 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密

焼土粒、黄土を含む

3 I OYR2/2 黒褐色粘性やや小締まり密

炭化粒｀焼土粒を含む

4 I OYR5/6 黄掲色粘性小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

5 I OYR5/8 黄褐色粘性やや大締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

6 IOYRS/4 にぶい黄褐色粘性やや大締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

7 I OYR5/6 黄褐色粘性小締まり密

炭化粒、焼土粒を含む

8 IOYR4/4 褐色粘性小締まり密

炭化粒、焼士粒を含む

9 IOYRI. 7/1 黒色粘性小締まり密

焼土粒、黄土を含む

IO IOYR2/2 黒褐色粘性やや大締まり密

炭化粒、焼土粒｀黄土を含む

第55図 SX20ll、SX2012
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a- L=34.800 - a' ＇ a
Tド

恐

SX2013 

＋ 
X=-100.316 

Y=  28.634 

SX2013 

I I OYR5/3 にぶい黄褐色粘性なし 締まり密焼土粒を含む

2 I OYR6/2 灰黄褐色粘性なし締まり密焼土粒を含む

3 I OYR4/2 灰黄褐色 粘性なし 締まり密炭化粒彎焼土粒を含む

4 IOYR4/I 褐灰色粘性やや小締まり密炭化粒、焼土粒、赤褐色土を含む

5 JOYR5/I 褐灰色粘性な し締まり密炭化粒 赤褐色土をまばらに含む ＋ X=-100.300 

Y= 28.630 
6 I OYR6/J 褐灰色 粘性な し 締まり密 炭化粒、焼土粒｀赤褐色土をまばらに含む

l
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X=-100.300 

Y=  28.634 
＋ 

7 I OYR4/I 褐灰色粘性小 締まり密炭化粒．赤褐色土を含む

8 I OYR4/2 灰黄 褐色粘性なし 締まり密炭化粒．焼土粒を含む

9 i. SYRS/8 明褐色粘性やや小締まり密炭化粒を含む

10 1.5Y6/2 灰オリープ色粘性中締ま り密 赤褐色土を含む

11 !OYR4/I 褐灰色 粘性やや小締まり密 炭化粒．焼土粒を含む

12 I OYR4/I 褐灰色粘性やや小締まり密 炭化粒．赤褐色土を含む

13 !OYRJ/1 黒褐色粘性中 締まり密炭化粒、 赤褐色土を含む

14 !OYRJ/1 黒褐色 粘性やや大締まりやや密 赤褐色士を含む

I 5 i. SYJ/1 オリープ黒色粘性やや大 締まり密

I 6 IOYRJ/1 黒褐色粘性大締まり密

Ii I OYRJ/2 黒褐色粘性やや大締ま り密

18 1.5Y3/I オリープ黒色粘性大 締まりやや密炭化粒を含む

I 9 I OYR3/3 暗褐色粘性中締まり密炭化粒．焼土粒を含む

20 i. 5Y3/i オリーブ黒色粘性大 締まりやや密 炭化粒．赤褐色土をまばらに含む

＋ 
X=-100.304 

Y=  28.630 

SX2015 

＋ 
X=-100,304 

Y=  28.634 

b- L=34.600 - b' C - L=34.600 - c' 

SX2015 （東西ベルト） SX2015 （南北ペルト）

I I OYR4/1 褐灰色粘性やや小締まり密炭化粒、赤褐色土を含む I I OYR6/2 灰黄褐色粘性なし 締まり密炭化粒を少量含む

2 I OYR3/i 黒褐色粘性中 締まりやや密 炭化粒．焼土粒、赤褐色土を含む 2 ¥OYR4/1 褐灰色粘性なし 締まり密炭化材を少量含む

3 I OYR3/1 黒褐色粘性大締まり やや粗 赤褐色土をまばらに含む 3 I OYR3/1 黒褐色粘性中 締まり密 炭化粒をまばらに含む

4 7. 5Y5/1 灰色粘性大締まりやや粗 炭化粒．赤褐色土をまばらに含む 4 IOYR3/1 黒褐色粘性小 締まり密炭化材．黄褐色土を含む

5 7. 5Y4/1 灰色粘性大締まりやや粗炭化粒、赤褐色土粒を含む 5 IOYR3/1 黒褐色粘性小締まり密炭化粒を含む

6 I OYR4/1 褐灰色粘性やや大 締ま り密炭化粒をまばらに含む

7 IOYR4/1 褐灰色粘性大締まり や や 密 炭化粒を含む

第56図 SX2013、SX2015
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SX2015遺構 （第56図写真固版54)

SD2013溝跡の西側に検出した。長軸2.34m、短軸2.92m、検出面からの深さ0.48mを計測する隅丸

方形状の竪穴遺構である。埋土には炭化材粒や焼土粒が混入する。埋士下層と底面はグライ化してい

ることから水が堆積していたと推測する。遺物は出土していない。

SX2016遺構 （第57図）

SD2013溝跡の北側に検出した。長軸10.56m、短軸0.5~4.2m、検出面からの深さ0.3m前後の不整

形な遺構である。SD2013溝跡の北部延長にあたることから、 SD2013溝跡の続きである可能性もある。

埋土には炭化粒が混入する。遺物は出土しない。

X=-100.296 
Y= 28.636 

＋ 

X=-100.302 
Y= 28.636 

＋ 

\
/
口〗＼

？
も ゜

＋ 
X=-100.296 
Y= 28.642 

＼

じ
り
|
l

a - L=34.600 ＇ —a 

量ニニ三□9
SX2016 

l I OYR3/l 黒褐色粘性中締ま り密

炭化粒、赤褐色土を含む

第57図 SX2016遺構
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6 遺構外出土遺物（第58図 写真回版59)

87は土師器の杯である。底径6.1cm、現存高2.9cmを計測破片である。胎土はやや緻密で、焼成は

やや悪い。外面は浅黄橙色で内面は黒色処理がなされる。ロクロ成形で、内面にはミガキ調整が施さ

れる。回転糸切り無調整である。88は土師器の杯で推定口径14.8cm、現存高3.8cmを計測する破片で

ある。胎土は緻密で焼成も比較的良い。外面は浅黄橙色で内面は黒色処理される。ロクロ成形で内面

にはミガキ調整が施される。89は土師器の坪で推定D径14.1cm、現存高3.3cmを計測する破片である。

胎土は緻密で焼成は比較的良好である。外面は浅黄橙色で内面は黒色処理される。ロクロ成形で内面

にはミガキ調整が施される。90は須恵系土器の杯で、推定口径12.0cm、推定底径4.6cm、器高4.2cm

を計測する破片である。胎土は緻密で焼成はやや良好である。ロクロ成形で外面は橙色、内面は浅黄

橙色である。回転糸切り無調整である。91は土師器の甕で指定口径20.3cm、現存高9.1cmを計測する

破片である 。胎土は粗雑で焼成もやや悪い。ロクロ成形がされ外面は灰白色、内面はにぶい黄橙色で

ある。92は土師器の甕と思われる破片で、推定口径19.2cm、現存高3.6cmを計測する。胎土はやや緻

密で焼成は悪い。ロクロ成形で内外面とも橙色である。94は土師器の甕で、推定底径9.0cm、現存高

4.8cmを計測する破片である。胎土はやや粗雑で直径0.5-3mmほどの砂礫が多く混入する。焼成は比

較的良く、外面が灰黄褐色、内面が浅黄橙色である。外面にはケズリ調整が、内面にはハケメ調整が

施される。内面の底部と胴部の境には押指の痕跡が残る。外面底部にはケズリ調整が施されるが、木

葉痕も残る。95は土師器甕の破片で推定底径8.8cm、現存裔6.4cmを計測する。胎土はやや粗雑で焼

成は悪い。外面は橙色で、内外面とも橙色で外面にはハケメ調整が施される。内面の調整は摩滅によ

りわからない。底部には木葉痕が観察できる。

V まとめ

1 縄文時代

断定はできないが、埋土の状況や形状から縄文時代と思われる土坑が77基ほど確認された。埋土で

共通することは、暗褐色系の土層と黄褐色系の土層が交互に堆積、または黄褐色系の土層が暗褐色系

の土層の間にはさまれることである。自然堆積と壁面の崩落が繰り返された結果と思われる。このよ

うな堆積状況を示す土坑をすべて縄文時代と推定した。

形状は隅丸方形また円形状、隅丸長方形または楕円形状、細長い土坑の3種である。これら3種の形

状は平成11年度調査でも確認済みで、同じ形状でも底面に小穴を持つもの、持たないものにも分類が

でき、小穴を持つものでも 1つもつものと2つもつものとに分類できることも確認できている。今回の

調査では他に細長いタイプのものにも底面に小穴を持つタイプがある事を確認できた。底面に小穴が

無くとも、埋土に柱状の痕跡が残る土坑も確認されている。今後この小穴、小穴に入っていたであろ

う“柱状のもの＂の性格をつかむことが必要となろう 。

2 平安時代

竪穴住居跡3棟が検出された。ほとんどの竪穴住居跡が削平されている。出土した遺物は須恵器の杯、

土師器の杯・長胴及び球胴甕．鉢、須恵器の杯・蓋つまみ、不明鉄製品などが出土している。

SI2003竪穴住居跡出土杯の法量は口径13cm-14cm、底径6cm-7cm台、器高4.Ocm-5. 0cmと概ね一

定している。水沢市常盤小学校遺跡の坪の法量も下植田遺跡SI2003竪穴住居跡出土杯と同じである。

常盤小学校遺跡からは土師器の内面黒色処理がなされた鉢も出土しており、器主組成も類似している
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第58図遺構外出土遺物
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ことから、下植田遺跡SI2003竪穴住居跡出土の遺物は 9世紀第 2四半世紀頃であろう 。

他に 2点の砥石が出土していることから、鉄製品の使用が想像される。また、そのうちの1点No21

には線刻が見られ、呪術的な様相が感じられる。他に、礫石器4点が出土している。No23は砥石にな

る可能性がある。No24は石皿、 No25は磨り石と敲打石の兼用石器、 No26は磨り石である。いずれも

埋土からの出土であるが、古代の住居跡から礫石器が出土する事例が増加しつつあることから、古代

にも使用した可能性も否定できないのではないだろうか。

竪穴住居跡からの出土ではないのだが、灰釉陶器の壼と思われる破片 (84、85) が出土している。

この遺構 (SX2009) からは他に土師器の耳皿、土師器の甕等が出土している。灰釉陶器の出土、甕

の形状から考えると 10世紀前半代が想定されよう 。

土坑については出土遺物も少ないことから年代の推定が困難である。回転箆切りの須恵器杯が出土

している土坑があるが、これらの土坑については竪穴住居跡の年代から9世紀第2四半世紀頃と推測す

る。

3 近世以降

SE2007井戸跡から 18-19世紀までの陶磁器片が出土している。おそらく、井戸の埋め立てと同時

に混入したものであろう 。この井戸跡の埋土には拳大程の礫が埋土に混入 している。特に上層では非

常に密に混入されている。SE2006井戸跡と SE2010井戸跡をのぞくと、すべての井戸跡が類似した堆

積状況をしていことから、同時期の可能性が考えられる。

井戸跡の他には掘立柱建物跡、柱列跡などが近世以降の遺構と考えられるが、これらはすべて埋土

の堆積状況から判断したもので、遺物は出土していない。近世下植田屋敷に関係する遺構ではないか

と推測する。

参考、引用文献

伊藤 博幸 1998年「北上盆地南部」（『東北地方の古代集落』

第24回古代城柵官術遺跡検討会資料集）

佐藤 良和 1999年「常盤小学校遺跡」 （『水沢遺跡群範囲確認調査』 水沢市文化財報告書第33集

平成10年度発掘調査概報水沢市教育委員会）

佐藤 良和 2000年「下植田遺跡 I」 （水沢市埋蔵文化財調査センター調査報告書第14集 農林漁業

用揮発税財源身替農道整備事業に伴う緊急発掘調査 財団法人水沢市埋蔵文化

財調査センター）
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